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平成25年度教員研修会・教育講演会収録
（2014年２月12日受理）

「復興教育と岩手の教員に期待すること」

佐　藤　　進　先生

新沼：みなさんこんにちは。今日は貴重な土曜日
ですけれども、県内各地からお越しいただき
ましてありがとうございました。先ほど名簿
を見てみたらですね、南は奥州市からわざわ
ざおいでいただきましたし、北の方は　二戸
市からもおいでいただきました。ありがとう
ございました。定刻よりも３分ほど早いです
けれども、だいたい揃っていると思いますの
で、会を進めさせていただきます。今日の進
行を務めさせていただきます、教育実践セン
ターの新沼といいます。よろしくお願い致し
ます。それでは、平成25年度第一回教員研修
会を始めます。開会にあたりまして新妻学部
長さんから、ご挨拶を申し上げます。

新妻先生：それでは、始まるにあたりまして一言
ご参加のみなさんにご挨拶を申し上げたいな
と思います。今ご紹介いただきましたよう
に、この第一回目の、今年度の教員研修会で
すけれども、これは学部とですね、附属実践
総合センターとそれから岩手県教育研究ネッ
トワークというところが主催して、毎年ほぼ
この時期に行っているものです。特にですね、
学生の皆さんがこれから教員になるにあたっ
ての、いわゆるどういった資質や能力が期待
されているのか、などということも一つの大
きな学習のテーマとなっていますし、それか
ら岩手の教育の課題や現状を知っていただく
ということもテーマとなっています。今日は
そういう点でも二つに関わってですね、適任
の佐藤先生においでいただいてお話をいただ

くという運びになりました。佐藤先生と私は
15年ほど前にはすで知り合っていたと、なぜ
かというとですね、当時私が学部の教育実習
委員長をやっていたんですけれども、佐藤先
生は上田中学校の実習主任で、ずいぶん私ど
もとしてはご協力賜っただけじゃなくて事細
かにお助けていただいて、ご協力いただいた
ということを思い出します。ただ、２、３年
前のできごとのような気がしますけれども、
２人とも歳をとったなあと、私の方がずっと
歳をとっているんですけれども、というよう
なことがありました。今、被災地で、特に佐
藤先生は、３月までは宮古の教育事務所の所
長さんということで、現地で間近に被災地の
状況、あるいは復興の在り方を見て参りまし
たし、ご指導も申し上げてきたところであり
ます。そういう点では生々しいお話を皆さん
方に実感を込めてお話していただけるのでは
ないかということがまず一点です。加えて、
私も被災地に何度か足を運ばさせていただき
ましたけれども、先生方とお話をするとやは
り子どもたちの日常をどう取り戻すのか、ど
のように日常戻っていけるのかということ
に、大変ご苦労されていたという記憶があり
ます。そういう意味では復旧は、ハード面は
徐々に進んではいるのですが、いわゆるソフ
ト面ともう一つは復旧から復興へというのが
大きなテーマなのですけれども、その復興に
関わってまだまだ課題が山積しているところ
だと思いますので、今日はその辺りのお話も
お聞きできればと思っているところです。最
後ですけれども、佐藤先生は今日私ご一緒し
ていたのですが、と言いますのは昨日は仁王
小学校の公開の授業研究会があって、佐藤先
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生は全体会の講評という立場でご活躍いただ
いて、しかも今日は休みにも関わらずここま
で足を運んでいただいて、みなさんのために
お話ししていただくということで、過労にな
らなければいいなあというふうに心配しつつ
お願いした次第であります。ということで大
変お忙しい中を来ていただいた佐藤先生に感
謝申し上げて挨拶にしたいと思います。本日
はよろしくお願いします。

新沼：今、学部長さんからこのあとお話をいただ
く佐藤課長さんの一部ご紹介をいただきまし
たけれども、さらに詳しく井上センター長さ
んからご紹介を申し上げます。

井上センター長：それでは、本日ご講演をいただ
く佐藤先生についてご紹介申し上げます。佐
藤先生は、盛岡市のご出身です。東京農業大
学農学部をご卒業されまして教職に入られま
した。初任校は久慈市立山根中学校、二校目
が大野村立大野第一中学校と県北地域に７年
間勤務された後盛岡に戻られました。盛岡で
は城東中学校、上田中学校で14年間、理科教
諭ということで活躍されました。平成12年か
らは教育行政の方に行かれ、水沢の教育事務
所指導主事、盛岡教育事務所主任管理主事、
平成15年からは県教委教職員課に迎えられま
して主任管理主事として県内小中学校の教員
の人事管理等の仕事に戻られました。その後、
岩手町立川口中学校の校長として二年間現場
に復帰されました後、また教育行政の方に戻
られまして、盛岡教育事務所教務課長、宮古
教育事務所長を務められまして、現在は岩手
県教育委員会事務局学校教育室首席指導主事
兼義務教育課長として県内の義務教育のトッ
プとしてご活躍でございます。本日は復興教
育と岩手の教員に期待することというテーマ
で被災地宮古の教育事務所長としての職業、
豊富な行政経験から復興教育や岩手の義務教
育の在り方について被災地のお話をいただけ

るものと期待しております。それでは早速よ
ろしくお願い致します。

１　はじめに

佐藤先生：こんにちは。先程のような細かい経歴
について紹介していただくのは人生二回目と
いうことでありまして、若い皆様が多いよう
ですが、一回目はいつかなあと…わかります
か。結婚式の時です。優秀な成績でとか持ち
上げられながら紹介されたことを思い出しま
した。何十年も前の話でありますが、今日が
二回目で緊張してきたなあというような気で
おります。週に二回くらいこうやって話をす
ることが二ヶ月くらい続いているのですが、
今日はぱっと見て実は顔見知りの先生も何人
かいまして、これは絶対嘘は言えないなとい
うことは確認しましたし、学生さん方もたく
さんいらっしゃるということで･･。

　　私は先程ご紹介ありましたように盛岡出身で
両親が共働きでありまして、実家は皆さんも
知っているんじゃないかなあと思いますが盛
岡のソウルフードとも言える「福田パン」の
裏手で育ちました。今は駐車場になっていま
すが、私が子供のときにはそこに工場があり
まして、パンが焼ける匂いがしてきて、売り
出す時間が分かったので、焼き上がりを見計
らってよく買いに行ったものであります。あ
の辺で育ったんですが、なぜか当時、家で牛
を飼っていて（福田パンの裏手に牛って考え
られますか）まあ50年も前ですから、確かに
牛がいたんですね。まあ家族のように見てい
たんですけれども、ある日その牛がいなくな
ったんです。お肉として売られてしまったの
かもしれませんが、子供心に聞いちゃいけな
いのかなと思ったことをなぜか思い出してし
まいました。身近に動物がいたせいか分かり
ませんが、農業のほうにということですね、
親戚が東京農大にいたりして東京のほうに行
きました。私は長男ということもあり、四年
後には戻ってこいという指令があって、東京
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での生活は四年間で終止符を打ち岩手に戻っ
てきたということであります。こんな話を一
時間半も聞きにみなさんは集まったわけでは
ありませんので、ここから少しまじめにお話
しさせていただきたいと思います。

２　震災からの教訓

（１）経験から学ぶ
　私は、発災間もなく宮古教育事務所での勤務を
命じられ、四月一日に着任しました。三週間後と
いう状態ですので、学校再開はできないというこ
とで、地域の入学式は四月の二十四とか二十五・
二十六日でありました。よって、教育行政の仕事
としては、結構、機能停止という状況だったので、
自由な時間が結構あったので、この機会にとにか
く地域の様子を知ろうということで、車で管内を
見て廻りました。
　宮古教育事務所っていうのは四市町村ありまし
て、宮古市・山田町・田野畑村・岩泉町でありま
す。その四市町村について、自分でカメラを持っ
て回っていろいろ様子を記録しました。被災状況
を写真に撮ることについて憚るところもあったわ
けなのですけれども、ここで撮りためてまとめた
ものを少しみていただきたいなというふうに思い
ます。
　映像には、赤前小学校というところの入学式が
紹介されています。体育館は避難所になっていま
す。避難所の人たちが生活するところで入学式を
やったという映像がでてきます。子どもたちは、
辺から集めてきた台を持ってきて自分なりの勉強
机を作ったり、きれいに学習道具とヘルメットと
内履きを整えて置いていたりする映像もありま
す。その次にいくつかの被災した学校の映像が出
てきます。
　二か月後の六月には、運動会とか体育祭を実施
する学校が出てきました。みなさんは、この頃ど
んな生活をしていたでしょうか。まだまだ大変な
状況だったのですが、学校は子どもたちに日常を
取り戻そうと、地域に活気を取り戻そうとあえて
運動会や体育祭を実施したのでした。仮校舎とし

て、陸中青少年の家で生活している様子とかも出
てきます。当時の被災各地の様子について、理解
してもらえることと思います。
　（映像紹介）
　これが赤前小学校の入学式の映像です。ここだ
け見ていると普通の入学式ですが、反対側を見る
とこういう状況になっています。避難生活してい
る人達が見守る中での式であります。ここは鵜磯
小学校です。今年度で閉校となります。だいぶ海
は遠いのですが、まさかここまで波が来たのか恐
ろしさを感じます。次に千鶏小学校という本州最
東端の小学校です。こういう石碑もあったわけで
すけれども、この学校も統合となり閉校でありま
す。船越小学校です。今は陸中青少年の家に間借
りしています。二階まで水がきました。大きな防
波堤も崩されていますが、家が残っているところ
と残っていないところの境は本当にシビアな関係
を作ってしまうということもお聞きました。これ
が現在の船越小学校なんですが、陸中青少年の家
で大槌北小学校と一緒になって学校生活を送って
います。この時期は机もなく寺子屋方式で、正座・
安座の姿勢での勉強でした。こんな状態で一日生
活するのは非常に大変ですが勉強ができるように
なっただけで子ども達の笑顔が戻りました。こう
してパーテーションを組んで仮設の職員室を作っ
たりしました。子どもたちはスクールバスで避難
所へ。そしてこれが小本中学校ですが、屋内プー
ルを持っていたのですが、水没してしましました。
今は仮設校舎での生活となっております。
　地域に活力をということで、宮古の第一中学校
が体育祭を行いました。何事もなかったような、
内陸の学校と何ら変わりのない体育祭ということ
になります。被災により家族を亡くした方や、つ
らい思いをしている保護者の方々もいる中ではあ
りましたが、その時間はみんなで楽しむと。これ
は鍬ヶ崎小学校ですが、今は校庭に仮設住宅があ
るのですが、校庭を全面使えるうちに運動会を実
施しようと、学校と地域が一体となって準備した
ものであります。当分こういう運動会はできない
ね、とそういう意味では記念の行事になりました。
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鍬小は特に被災の大きい地域でしたので、映像に
ある、座っている人や敬老席の方々もいろいろ辛
い思いをしている方ということになります。
　宮古市としてもなんとか元気をということで、
商店街の通りでイベントを実施し、福来旗（大漁
旗）をぶら下げているところであります。中学生
も積極的に参加して盛り上げました。
　そして中総体です。これも野球場とかサッカー
場とかいろいろ被災して使えないので、急きょ活
動場所をやりくりして何とか実施にこぎ着けまし
た。これは先生方の血のにじむような努力があっ
ての大会で、子どもたちもそうやって自分たちの
ために先生方や大人が努力をしてくれたというこ
とに感謝する大会になりました。
　一つ目のＤＶＤを見ていただきましたけれど
も、ここで私が感じたことは「辛い時こそ上を向
く」ということです。嫌なことや大変なことがあ
れば、人って必ず下を向くようにできている、気
持ちが浮かないときこそ、首輪をはめてでも上を
向くということを聞いたことがあります。効果が
あるかどうかはわからないんですが、そういう考
え方もあるようなので、私もできるだけ上を向い
て生活していこうと思っています。
　また、頑張る姿が他の人に勇気を与え、勇気が
どんどん連鎖していくという話しもあります。涙
を見るともらい泣きしそうになることがあります
が、それは相手の気持ちの中が見えるという人間
ならではかもしれません。それを反対にして考え
ると、一生懸命頑張っている人を見た時に、自分
も頑張れるということもあるんだなと宮古に赴任
して感じました。そして、学校にとって地域がど
れだけ大切なものであるか、また、地域にとって
学校の役割がどれだけ大きいのかを教えてくれる
機会になったことも事実でありました。
　今、学校では地域がなくて非常に困っていると
ころがあります。発災直後は頑張る子ども達の姿
を見て、大人も元気をもらったという話しをよく
耳にしました。学校っていうのは地域になくては
ならない場所なんだなと再確認しました。今、適
正規模化ということで学校統合が進んでいます

が、それは効率化のためには仕方のない部分もあ
るかもしれませんが、地域にとっての学校の位置
づけを見直すきっかけになったという事実もあり
ます。
　被災して避難所になった時に、民生委員さんと
か町内会長さんとか日常の中で束ねる役割を担っ
てきた人たちもいらしたのですが、体育館に寄せ
集まりの集団になった時に中々そのような人たち
が機能しない状況もあったと聞いています。もち
ろん、機能したところもありましたが…。その時
どうしたかというと、やっぱり先生方が出ていっ
た。校長先生やら副校長先生やら事務職さんやら
そういう人達が出てきて、「いやいやそう言わな
いで、まずここに一列に並んでそして話を聞いて
ください。」と、「意見がある人は手を挙げて発言
して下さい。」みたいにして組織化したそうです。
なので、学校の先生方というのは上手にコントロ
ールして、組織化するテクニックというか技術を
持ち合わせているということであります。そうい
う意味でも非常時における学校の役割は大きもの
がありました。そのことを自覚することも大切で
す。学校が避難所としての役割を担うことになっ
た時、どのような対応が求められるのか、考えて
おく必要があります。
　
（２）　一年という時間を経て
　さて、一年という時間が過ぎ年度末になりまし
た。それぞれの市町村の本当に語りつくせないよ
うな時間がありました。ここにもひょっとしたら
被災地出身の方とか直接・間接的に様々な経験を
している方もいらっしゃるかもしれません…。
　一年という時間が過ぎた時に、先ほども映像で
紹介した船越小学校の６年生が、気に入った言葉
をみんなで繋いでいって一つの歌詞を作りまし
た。それにプロの作曲家が曲をつけて、「明日へ」
という曲に仕上げました。この曲に乗せて、４月
のいくつかの学校の入学式の様子を見てもらいた
いなと思います。
　（ＤＶＤ）
　皆さんの中には、採用後にこの子どもたちと出
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会う人もいるかもしれません。この子かもしれま
せん。それが出会いというものです。震災から一
年一か月でこのようになりました。女子は大方Ａ
ＫＢルックの子たちでした。発災から一年一か月
なら一年一か月と与えられた時間は平等ですが、
被災地で感じることは、物理的な時間の経過は平
等であっても時間の使い方は様々ということであ
ります。「時間とお金」をパチンコ屋やお酒に費
やしている親御さんがいたり、その様子を毎日見
ながら登校している子どもたちがいる反面、家を
再建し順調な生活を手に入れたりと…。子どもた
ちは自分の親を通しながら不合理、不条理に直面
しており、不公平感を感じている子もいるのが現
実の世界でありました。学校ではどうしようもな
い部分でもあります。立派なお弁当を持たせられ
てくる子もいるし、お弁当を持ってこれない子も
いるのが学校の現状であります。それが学校とい
う同じ空間で過ごしているのです。それに対して
学校はどうその状況を埋めていけばいいのかとい
うジレンマがあったわけです。もう二年と三か月
が経っているわけですけれども、きっとある意味
不平等だったと思います。もっといい言葉がある
かもしれませんが、ただ、その不平等さを中学生
ぐらいになると、まさに高校生もそうなんですが、
受け入れるたくましさを身につける子ども達がい
ることも真実であります。不平等さを嘆いても何
も解決しないと。心のサポートの必要な子どもも
いますので、当然それはそういうことをしながら
ではありますけれども、全体的には逆境に負けず
にというスタンスは学校としてはずせないところ
であるという気がしました。簡単な話ではありま
せんが…。

（３）振り返ることの大切さ
　田老第一中学校の卒業式の時の生徒会長の答辞
であります。瓦礫の撤去もままならないという避
難所生活も継続されている中で中学校三年生、15
歳の子どもが、こんなことを言っています。「こ
の震災は引きずってはいけないが忘れてもいけな
い。」非常に重い言葉だと、私はすごいなという

ふうに思いました。引きずってもいけないし、忘
れてもいけないというこの感覚っていうのは大切
にしていかなければならないものです。岩手県は
全県被災地だというとらえであります。被災地か
ら内陸に転校した子ども達もいますが、岩手全体
が被災地であり、私達はそこに住んでいるのだと
いう認識であります。風化させることなく、そこ
で経験したことを教訓として語り継いでいく使命
っていうのがきっとあるのだろうなと。　
　今回も昨年と同様のテーマでお話ししています
が、これは、引き継いでいくべきことがあるだろ
うということでそうさせていただきましたが、さ
れど、この時間で変わったこともあるはずです。
自分が変わったかどうかはやはり振り返らなけれ
ばだめなんだろうなあと。振り返ることによって
自分の変異が分かると。「柱のキズはおととしの
五月五日の背くらべ」と歌っていますが、柱にキ
ズをつけて一年後に立って、伸びたとわかります
よね。キズがついていなければ去年からの伸びは
分からないのです。だから振り返って自分はどう
変わったのかということを見るっていうことが大
切なのかなあと。この子どもたちも、去年はどう
だったかな、今はどうなのか、これからどうしよ
う、どうしていったらいいんだろうという一連の
流れを見ながら、今を感じさせるという視点が必
要であると思います。そして、未来を想像してい
くということなわけですけれども、たくさんの支
援をしてもらっていることに対して、今度はお礼
をしていかなければなりません。それは手紙を書
くだとかいろんなお礼の仕方があるんですが、今
感じていることは、岩手は大きな被災を経験した
わけですので、経験をしていない人達に教えてい
くこと。発信していくこと。もらいっぱなしでは
なくて、経験しなければ分からないものを発信し
ていくことの責任が課せられているのかなという
ふうに思います。
　この後で復興教育についてお話ししますけれど
も、このベースになっているのは阪神淡路大震災
です。兵庫県でいろいろ取り組んだことを本県で
も参考にしています。参考にしながらまた岩手で、
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いろいろ見つけたこと、こうした方がいいよって
いうことを発信していかなければならないです。
それは学校一つ一つの中にもあるんだと思いま
す。あの時こんなことが起こったのだからこの時
にはこうした方がいいですよ、というのをどんど
ん全国に広めていくことが、再び自然災害に見舞
われた時の手助けになるということであります。

３　岩手の教育が目指すもの　

（１）岩手の義務教育
　実は県の教育委員会では、先生方にこういうも
のを配布しています。「学校教育指導指針」。これ
は全部ダウンロードできますので、あとで目を通
していただければなと思います。今年度やりたな
と思っていることについて抜粋したものがここに
挙げられております。この中の３ページに示され
ているものですが、「これからの岩手の義務教育」
についてであります。
　みなさんは、「岩手が目指す義務教育とは何で
すか」と問われたら何て答えますか。これは私達
がベースにしている考え方であります。ここの網
掛けしているところに何て書いてあるかという
と、「知・徳・体を総合的に兼ね備えた、社会に
適応する能力を育てる人間形成を目指す」と。簡
単に言えば、子ども達に社会に適応するための能
力をしっかり身につけさせるのだということであ
ります。
　その心は、ペーパーテストが解ければいいって
いうことではない、スポーツだけやっていればい
いっていうことではない、総合的に使える力を身
につけさせるということです。知・徳・体を兼ね
備えた人間形成を目指していくことをまずは頭に
入れていくと。そして、じゃあ人間形成の重点は
何だろうと考えた時に、実はそこに三つ書いてあ
ります。一つ目は、生活面の基礎基本ということ
になっています。生活面の基礎基本って何だと思
います？このように述べられています。規範意識
ルールを守ろうよと。誰かが居心地が良くても他
の人が居心地が悪ければ社会じゃないよね、みん
なが居心地のいい空間を作るためにルールを作る

んだよねというところだと。あとは思いやり、助
け合い、これは今回の震災でも体験した部分だと
思います。家庭や地域、学校との連携の中で培っ
ていく。そういう力をみんなで高めていく。少子
化で子どもがどんどん少なくなってきている中に
あって、子どもが大きな財産であることを認識す
ること。それを一つの家庭とか学校に任せるんじ
ゃなくて、地域総ぐるみで子ども達を育てていこ
うと。家庭や地域、学校との連携の中で培ってい
くことを確認するものであります。
　二つ目が、学習における基礎基本であります。
義務教育で求められている基礎基本をどの子にも
しっかりと身につけさせる、これが義務教育の使
命であります。学校にいる時間の約7割は勉強し
ている時間でありますが、基礎基本について中心
として見ていかなければならない部分であます。
ただ、ここで言いたいことは、他との比較ではな
いということです。平均点で見るということでも
ないんです。その子らしさを引き出す。如何にし
て一人一人の子どもを大切にしていくかでありま
す。今は車でもパソコンでも一人一人がカスタマ
イズする時代になっています。如何に個に対応す
るかであります。一人一人その子らしさを引き出
すことです。
　昨日も仁王小学校の学校公開があったわけです
けれども、子どもの可能性、子どもの限界ってど
こにあるのかと。先生の限界なんです。子どもの
限界は先生の限界とも言えます。そういう思いで
教壇に立たなければなりません。先生に指導力が
あれば、それに応じて子どもの力も伸びていくも
のだと…。一人一人の子どもの状況を見ながら、
しっかりと責任を果たしていくことが、求められ
ていることを自覚していかなければなりません。
　三つ目は、社会に出ることの意義とか社会人に
なることの意味を理解することであります。中学
生は「高校に入れればいいんだ」として、高校入
試に合格できるよう勉強すればいい。高校にして
みても「難関大学に何人入れるか」が目的化して
しまう…。勉強をする目的はそういうことじゃな
いんですよね。結局その子が自己実現を果たせる
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かどうかというのは、その子が求める、なりたい
自分（社会人）になれるよう育ててあげることに
あります。ですから、どういう力をどの段階でつ
けさせなければならないのかを見つけるための手
助けをするのが学校の役目となります。「僕は社
会人になって早く様々やりたいな。でも今はそう
いう力はないな、だから勉強しているんだ。もっ
ともっと勉強したいな。」というふうになってい
くことが理想であると思います。大学に入って燃
え尽きることがあるとすれば、それは大学に入る
ことが目的になっているからだと考えます。入学
することが目的ではなく、社会で自分の能力を発
揮し、自己実現につながる生活ができるようにす
ることを目的とすることが重要であります。
　先ほども話しましたが、学校・家庭・地域が一
緒になって目標を共有し合い、そのためにコミュ
ニティー作りがあります。その牽引役はやはり学
校になります。
　親御さんを相手にすれば夜の時間の対応になっ
たり、土日もということもあるかもしれません。
無理することもあるかもしれませんが、一方で自
分自身の生活のための時間も当然必要ですので、
そこは自分自身のマネジメントについても、上手
に対応することが求められます。
　いずれ学校だけで全てを抱え込んでいくという
のではなく、地域や家庭にあるエネルギーを学校
の中に取り組みながら学校運営をしていくという
ことが求められているのであります。どこの学校
が力があるかなと考えた時に、いい先生たちが沢
山揃っているという次元の話ではなく、地域の人
たちがどれだけ学校にエネルギーを注ぎ込む体制
が取られているか、コミュニティーが整備されて
いるか、その総和で学校の良し悪しが決まってく
るかなと思います。
　仁王小学校に行ったときに、ご父兄の方だと思
うんですが受付とかやってくれてすごく燃えてい
ました。この学校公開は学校と地域の連帯の中で
位置付いているんだなと感じました。保護者の
方々も先生方に協力できることを心地良く思って
いる様子でありました。双方向の関係が確立して

いるのかなというふうに思って帰ってきました。
昔も地域の方々が学校に対して協力する姿は見ら
れたのですが、現在の学校と地域の関係は方向性
がちょっと違ってきているというかお互いの役割
を尊重しながらも、対等に連携していくという形
なのかなと思いました。そういう形が求められて
いることを学生の皆さんも知っていただければな
と思います。繋がっていることが重要だと思いま
す。　
　後でお話しますが、子どもの数も学校の数も先
生の数もこれからどんどん少なくなってきていま
す。全体が委縮傾向にあります。色んなことが委
縮していても力を落とさないようにするためにど
うするかというと、「繋がる」ということになり
ます。職員室の中でも当然繋がっている、地域で
も繋がっている、そういう繋がりの中でやってい
くというリレーション方式という考え方が求めら
れているということであります。
　一方で、学校は多忙であると言われますが、そ
の通りです。しかし、忙しい忙しいといってだれ
かが何かをしてくれることを待っていても何も変
わりません。自分たちの仕事を改善するために工
夫が求められます。私もそうだったんですが、ま
さに自己マネジメントだと。忙しい忙しいと無駄
な時間を過ごしている自分に気付かないというこ
ともあるかもしれません。なので、そういう時間
を上手にマネジメントできるようになるというこ
とが求められているということも振り返りながら
確認していくことが必要です。

（２）復興教育とは　
　次に復興教育についてお話しをしたいと思いま
す。岩手の復興教育にこの様に記載されています。
「郷土を愛しその復興発展を支える人材を育成す
るために、各学校の教育活動として三つの教育的
価値、いきる・かかわる・そなえるを育てる。」
簡単に言えば、岩手の復興教育＝人材育成、人を
育てるんだと。それではどうやって育てるんです
かということになりますが、学校では様々取り組
みを行っていますが、それを三つに分けますよと
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言っています。「いきる」っていう部分と「かか
わる」っていう部分と「そなえる」っていう部分
を意図的に学校教育活動の中に入れ込んでいき、
そして育てていきましょうということです。
　これについては、見たことあるでしょうか。県
教委のホームページからダウンロードすることが
できますので、ぜひ参考にして欲しいと思います。
各学校では工夫を凝らしながら積極的に取り組ん
で頂いておりますが、心配なことは「風化」する
ことです。現在は全ての学校で復興教育に取り組
んで頂いておりますが、十年、二十年、五十年、
百年というスパンで考えた時に、未来の子ども達
にもしっかりとこの思いが伝わっているかであり
ます。被災地域には「ここより下に家を建てるべ
からず」みたいな石碑があったり、こういう時は
「てんでんこ」だよ、とかいうものがきちんと示
されているにも関わらず、そのことが機能しなか
った部分も指摘されています。「継承していく」
という責任と覚悟が私達には求められているとい
うことであります。
　ここにあるのは、県立高校の校長会が出版した
「祈り」の一部をコピーしたものでありますが、
同様のものを小学校・中学校の校長会も作成して
おります。この中に「短歌で残そうこの一年」と
言う項目で、宮古商業高校の二年四組のものがあ
ります。いくつか紹介します。「みんな寝た　一
人ぼっちで考える　暗闇の中、明日は来るのか」
「体育館　玄関先に母の姿　来てくれるって　信
じていたよ」「寒い日に　おっきな地震雪が降り
　避難所で見る　家族の笑顔」「雪が降り　月も
照らしたあの夜に　願いは一つ　明日は来る」「心
配は　していなかったと　笑う父　その目に浮か
ぶ　涙に涙」「一夜明け　改めてみる頼もしさ　
台所に立つ　姉の姿に」「やることは　何もない
と　開くのは　真っ暗闇の　参考書」このような
こと考えながら過ごしていたんですね、高校２年
生は。「もう二度と　会うことはない友人の　車
の中から　私の好物」「がんばれよ　二度と聞こ
えぬその声を　夜空を見上げて　耳済ます日々」
あとはヨット部の子どもでしょうか。「海のこと

　嫌いになったはずだけど　やっぱり好きだ　ヨ
ットが好きだ」「流されたものは　たくさんある
けど　悲しくはない　命があるから」と。前向き
にというところですね。「人任せ　一年前の俺だ
った　今なら言える　僕がやると」、消極的だっ
た自分だったけど今ならもう俺がやるというふう
に言える自分になったんだという、こういう経験
はそういう自分を生み出してくれたんだという話
ですね。「今はもう　将来の夢　地元に残り　必
ず復興　自分たちから」最後にします。「戻りた
い　募る思いはあるけれど　私は今を　大事に生
きる」というふうにその時から、行きつ戻りつし
ながら心が動く自分。そして未来を指向している
自分というものが高校生の中にはあるのかなとい
うふうに思って紹介いたしました。
　岩手の復興教育（改訂版）の中で紹介されてい
るものの中に、「支援する側される側という関係
ではなくて、未来をつくる仲間になりましょう」
という言葉があります。これは中学生の言葉から
きているものです。P5に「岩手の復興教育と生
きる力」の表題として、次のような記述もありま
す。これも子どもの言葉です。「私にはなりたい
仕事が二つあります。一つは病院の先生です。も
う一つは学校の先生です。学校の先生になってこ
の震災津波のことを子どもたちに伝えたいです。」
子どもたち自身がそういっているのであります。
これに対して私達がどのように対応していくのか
が問われているとも言えます。復興教育というの
はこれからの岩手の中心になっていく考え方です
のでここで紹介いたしました。

（３）見えてきた課題は何か
　①心のサポートの問題について
　それでは次に参ります。見えてきた課題は何か
というところであります。本当にいろんなものが
凝縮された二年ということになっていったわけで
すけれども、心のサポートの問題というのが一番
心配されるところであります。
　年度始めに教育委員会内部では業務方針が示さ
れ、様々協議する機会があるのですが、その際、
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教育長から講話をいただいたりするんですけれ
ど、その時にある日の岩手日報の記事について紹
介がありました。読んだ方もいるかと思います。
「被災地を歩く」という記事で高田小学校を紹介
したものでありました。「震災時に小学校一年生
として入学してきた子どもが三年生に進級した
が、学校生活について聞いてみると、学校が始ま
るのを楽しみにしていたと。だって友達に会える
から。全校児童の四割が今も仮設住宅で暮らし、
一割が学区外から通うと。学校はちりじりになっ
た友達が集まり思いっきり体を動かせる貴重な遊
び場である。浸水した一階の床の張替が終わり二
階へと続く階段には運動会や遠足、学習発表会と
いった学校行事の写真が壁一面に並ぶ。思うよう
に進まない街の復興とは対照的に学校はすっかり
日常を取り戻したように見える。」こういう記事
だったんです。そして、「学校現場の悩みは尽き
ない。二月、ソロモン諸島沖の地震で津波注意報
が出た際は鳴り響いたサイレンを聞いて泣き出す
子がいた。盛り土工事の振動で校舎が揺れると一
斉に教室が静まり返る。普段は生き生きとした表
情を見せる児童だが、心の傷は二年で癒えるわけ
ではない。校舎が復旧しても心の復旧は進まな
い。」ということだったと。そして教育長は本年
度の教育委員会の大きな目標は、学び場の復興で
あり被災地のみならず全県が一体となって取り組
んでいかなければならないという話で締めくくり
ました。
　先週、私も実際に高田小学校を訪問する機会を
得たのですが、正に壁には行事の写真が沢山貼っ
てありました。校長先生のお話によると、「家が
流されて写真がないのでこの写真をほしいんだけ
れども」という親御さんがいっぱい来るんだけど、
なかなかそれに対応できないという話もしていま
したし、ようやく一年が経過し、亡くなった七人
の子ども達の写真を校長室に置くことができるよ
うになりましたというふうな話を聞いて、過去と
格闘しながら立ち上がろうとしている状況を垣間
見ることができた気がしました。
　昨年の十二月にも夕方に結構大きな地震があり

ましたよね。被災地の学校では、その時にびっく
りしてしまって座り込んでしまったり、津波が来
るような場所でもない十分高い所にいるんだけれ
ども、「もっと高台に行かなければならない。も
っと高台に行かなければならない。」と高い所を
目指して走り出した子どもがいたという話を聞き
ました。また、夜中に突然飛び起きて奇声を発し
て震えるなども何人かいたと。
　日常の姿からは気付くことができない、何かを
きっかけにフラッシュバックする子どもの姿がそ
こにあったということであります。だから被災後
の切迫した状況は脱したものの、一見落ち着きを
見せて安定しているように見えるが、それで良し
という訳ではないと。阪神淡路大震災では三年か
ら五年後くらいがいろいろあるよという話も聞い
ておりますが、それもうなずける状態が垣間見ら
れたところであります。
　そのような子どもの数は現在の所、そう多いわ
けではありませんが、きめ細かに見ていく必要は
あります。沿岸に限らず、内陸部においても赴任
した時に担任した子供がそういう状況になること
も考えられるということなので、対処の仕方につ
いても勉強していただけばいいのかなというふう
に思います。
　震災に限らず私達が何か脅威にさらされたと
き、どういうふうに対処していけばいいのか、そ
の対処法が分かっていれば安心ですよね。どうい
うふうにしていいかわからない、例えば車を運転
していた時に急に猫が飛び出してきた時、猫は動
きを止めてしまいます。動物って何か困ったこと
があると止まるという行動をとるそうです。固ま
ってしまうということですが、その時の経験がト
ラウマとして残ってしまうというのはそういうと
ころから発生するそうです。遭遇した事件とか事
故の大きさや程度とかには関係なく、その出来事
の前に自分が為す術がなく、どうしようもなかっ
たというその無力感や虚無感、そういうものが心
の傷になるらしいのです。特に小さな子どもであ
ればあるほど非常に純粋な状況にあるので、そう
いうことに対して上手に対応ができないんだとい
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うことで、大人になるにつれていろんな経験を踏
んで理解できるようになるんだそうです。だから
自分の脳と子どもの脳を一緒に見てはいけないと
いうことであります。純粋な子ども達の脳にとっ
てはあの体験はしんどかったんだ、ということを
私達は知っておかなければなりません。ある程度
落ち着いて物事を整理して考えられるようになっ
たのならば、それを一つ一つ引き出しに入れるよ
うに、そういう体験を整理させることが必要であ
ります。
　臨床心理士の先生から伺ったのですが、「心の
ワーク」が効果的であるということを教えて頂き
ました。沿岸部では先生方がそういう手法を身に
つけてきているし、情報交換できる場があるんで
すけれども、内陸ではあまりそういう機会に恵ま
れないことから逆に心配であるという話しを聞き
ました。内陸部の学校に転校して、その学級の中
に被災経験をしている子が複数いれば、「あの時
こうだったよね」って言えるんでしょうが、そう
いった時にうなずいてくれる子がだれもいないと
すればどうでしょうか。辛くないですか？さみし
くないですか？気持ちを共有できないというのは
一番孤独を感じると。かえって、内陸にはそのよ
うな状況が隠れているという心配があります。「心
とからだの健康観察」が全県で実施されて個人カ
ルテのようなものがありますので、正に一人一人
きめ細かに見ていかなければならないということ
であります。実は各地区の校長研修講座等で当時
宮古でお世話になった校長先生と久しぶりにお話
した時、内陸で勤務している校長先生の中には、
「当時のことは職員に一切話していない。」とい
うことを聞きました。一方、宮古の校長先生とお
話をした時、「内陸からいろいろな先生たちが入
ってきたとき、当時の話をするとちょっと場違い
な感じがするので言わないようにしている。当時
の同僚と盛岡に集まって話しをした時、ようやく
共有できた気がした。久しぶりにこういう話がで
きたという感覚は、自分だけでなくて周りの人達
もそうだったことが分かった。」ということでし
た。先生方の中にも、そういうことを抱えながら

日々勤務している状況にあることを私は全く知り
ませんでした。ひょっとしたらみなさんのお友達
の中にもそういう方々、またはご自身がそうだと
いう方もいらっしゃるかもしれません。どうか、
話を聞いてあげたり、話をするための時間を設け
て欲しいと思います。
　現在不登校の子どもというのは、増えていませ
ん。実は、不登校率は岩手は全国一位。少ないん
です。千人いたら八人ぐらいという出現率であり
ます。この結果から判断すると、子ども達が全国
一学校に来ている県なので、これは絶対胸を張っ
ていいことだと思います。それは先生方や地域の
方、保護者が子ども達にそう接している成果では
ないか思といますし、本当に誇れることであると
思います。
　
　②体力の問題について
　ここにグラフがあります。見にくいんですけれ
ども、小学校５年生で比較しているんですが、左
上の方が被災前です。右下の方が被災後です。赤
が女子、青が男子。100というのは全国平均を示
しています。
　グラフの目盛り方がちょっと異なっていますの
で、そのまま比較できないのですが、被災前の小
学校５年生の女子は非常にいい状況でした。男子
はまあまあ全国平均のところでキープしていまし
た。被災後どうなったかというと実にグラフが小
さくなってしまって縮こまった感じです。本県に
おいて、被災地の体力問題は最重点課題であり、
今一生懸命取り組んでいるところであります。
　全国平均以上の項目の割合で見ると、22年度が
73.6％だったんですけれども、24年度は41％にな
りました。以前は約四分の三の項目が全国平均以
上だったんですが、被災後の24年度には、四割に
減少したのです。七割五分から四割に減ってしま
ったのです。急激に落ちています。どうしてそう
なったのかと思って調べたところ、放課後とか土
曜日、日曜日の運動時間が減少しているというこ
とでありました。
　学校の方では当然体育もやっているし、中学校
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では部活なんかもやっているんだが、放課後家に
帰ってからだとか、土曜日・日曜日というところ
で、運動できない状況になっているのかなと。運
動する子どもとしない子どもが二極化している状
況が見えます。中学校二年生の女子においては、
一週間の総運動時間、体育
　以外では一時間にも満たないというのが四人に
一人の状況であります。ほとんど運動していない
ということであります。中学校二年生の女子が運
動していない…大変ですよね。動いて体を作って
いく大切な時期なんです。そういう状況が見えて
きました。遊ぶところがないとかそういう土地が
ないという状況にもなっていると思うんですが、
それを嘆いても何の解決にもならないので、いず
れ体育の授業等々でカバーしていくことが急務で
あります。狭いスペースでも、短い時間でも、体
力向上を推進していくような方法を学校の中に取
り入れて。できれば地域の方々にも手伝ってもら
いながら作っていかなければならないのかなと。
非常に大きなポイントであります。
　
　③　確かな学力
　これも、この指針の中に記載されていますが、
「確かな学力」とは一体何なんだというところ
からであります。確かな学力があるということ
は、確かじゃない学力ということもあるんですよ
ね。みなさんどうでしょうか…。確かな学力と確
かでない学力の違いを述べよといわれたらどうし
ます？何が違うんでしょうか。いろんな見解があ
るのかもしれませんが、文科省が言っていること
をベースにすると、学力の要素として三つ言って
います。「基礎的な知識技能」これはすべての子
どもに定着させましょうと…。きめ細かな指導を
通して、みんなができるようにしましょう、身に
つけさせましょうよというものであります。二つ
目なんですが、知識技能を活用するための「思考
力・判断力・表現力」というものです。この力が
現在重視されてきています。問題解決的な学習・
探究的な学習を通してですね、思考力・判断力・
表現力をつけさせましょうと。結果、使える学力

にしていきましょうということです。三つ目は、
「学習意欲」です。学び続けること。知識技能を
身につけながら、思考力・判断力・表現力を通し
て探究して課題を解決し、その時の達成感が次な
る課題解決意欲につながり、主体的な学習を持続
していく…。そういう学習のサイクルを意識した
ものであります。学び続ける人にしましょうとい
うことであります。
　本県は今まで、基礎基本を重視し、全ての子ど
もたちにその力を身につけさせましょうとしてき
ましたが、これから考えていかなければならない
ことは、活用型の学力についてどのように対応し
ていくかということであります。先ほどお話しし
た確かな学力を身につけさせるためには、課題解
決や探求していくそういう力までに伸ばしてい
く、繋いであげる必要が出てくるということで
す。現実の社会というものは、教科のように分け
られて進んでいるのではなく、横断型・融合型で
進んでいると言えます。ですから、子ども達に
も、小学生・中学生、各発達段階に応じて確かな
学力を身につけさせるような学習指導が必要にな
ります。その学習状況を知るひとつの方法として、
PISA型学習とか全国学習B問題とかがあります。
　みなさん B問題解いてみましたか？私も解き
ましたけど６年生の問題でも間違えてしまいまし
た。問題を紹介しますが、これは今年の小学校６
年生算数の問題です。こんな問題を解けるように
指導していくことが、確かな学力に繋がることに
なります。「ゆりえさんとひさこさんが遊園地に
いく計画を立てています。ゆりえさんとひさこさ
んは乗り物券を一人８枚ずつ買う予定です。この
遊園地の乗り物と乗るために必要な券の枚数は次
の表のとおりです。ジェットコースターを乗るた
めには５枚のチケットが必要です。観覧車は４枚
です～というような内容になってます。メリーゴ
ーランドは１枚で乗れますよ。２人はそれぞれ下
の乗り物にのる計画を立てました。ゆりえさんは
観覧車とメリーゴーランドに乗ろうかなぁと。ひ
さこさんはジェットコースターとコーヒーカップ
に乗るぞと。２人はまだ乗り物券が残るので他に
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乗る乗り物を下のように考えました。箱の中に
は、残りの乗り物券で乗る、買い足さない、２人
とも選んでいない乗り物に乗る、２人で同じ乗り
物に乗る、などの条件が示された上で、２人はど
の乗り物に乗ることができますか。答えを書きま
しょう。」という内容であります。１＋１はいく
らですかという話じゃなくて、日常の中にあるよ
うな、例えば「今度の日曜日にパークランドに行
ったときにどうしようかな」というやつなんです。
次の問題では、乗り放題券なんかも出てきていま
す。このように考えさせる内容のものが活用型問
題と言えます。今こういう問題を解けるようにす
ること、子どもたちの思考を耕すことが教員には
求められているということであります。これを私
達は理解しなければならない。
　本県の子ども達の特徴としてですね、記述式や
ちょっとやっかいな問題になるとすぐ諦める、や
ろうとしない傾向があることが指摘されていま
す。指示されたことに対しては非常に従順に取り
組みますが、主体的に進めていく形態の学習とか、
学習そのものに興味を持ってのめり込んでいく力
とか、「考えることがおもしろいなぁ」というこ
とへの貪欲さのようなものが欠けているのではな
いかという心配です。難解な問題に対しても瞬発
的にぐっと入り込むとかですね、そういうのがち
ょっと欠けている部分があります。その原因を探
りながら、対応していくことが求められます。
　例えば、スポーツに当てはめて考えると、練習
試合で左利きだったり右利きだったり、変則的な
プレイヤーだったり、いろんなものにあたること
によって対処の仕方が分かってくる。いつもオー
ソドックスなプレイヤーとばっかりやると、そう
いうスタイルの選手には勝てるかもしれないが他
のプレイヤーには歯が立たないし、対応できな
い。みたいなところがあります。
　基礎基本の徹底だけでは、活用する力まで育て
ることが難しいということであり、指導者である
私たちがいろんなプレイヤーになって子どもたち
に様々な課題を提供しながら、対応力を養い、課
題を乗り越えた時の喜びを味わわせるということ

を意図的に仕組んでいくことが求められていると
言えます。だから、子どもたちに記述式や難しい
問題に挑戦せずに諦めてしまうという実態がある
とすれば、それは子どもたちのせいではなく私達
の中にあるんだというふうに考えていくのが正論
かなと。課題解決の中で試行錯誤させる、考え抜
くという経験をさせる。できたという喜びを体験
させる。そういう実践を45分、50分の中で積み重
ねていく。
　時間が無くてそんな授業ができない。というの
ではなくて、先生方の説明の時間を短くするとか
発問を吟味するなど、工夫が求められるというこ
とであります。三年生は既に教育実習が終わって
いるのですが、自分の授業をビデオや ICレコー
ダーに録ってみると、まず八割自分がしゃべって
いますから、よくよく授業分析すると、結論とし
て先生のしゃべり過ぎってことが多いものです。
自分の癖は中々気付かないものです。ビデオにと
って客観的に見て分析するといいのかなというふ
うに思います。
　基礎基本の定着についてという話しはよく聞き
ますが、そこにゴールがあるわけではありません。
そこがスタートなんです。基礎基本を定着させな
がら B問題のような課題に向かわせ解決させる。
そういうストーリーが先生方の中に構築されてい
ることが大切であります。基礎基本ができて丸が
ついて90点だったと満足させるのではなくて、本
当に世の中で使える力に育てていきましょうとい
うことです。
　A問題、B問題の相関関係について調べてみま
した。A問題の基礎的な知識技能が身に付いてい
れば、B問題の活用もできるようになるのが普通
の考え方でありますが、A・B問題の正答率をそ
れぞれ縦軸・横軸において分析してみると、「A

問題B問題どちらもできる」を目指していますが、
「A問題ができなくて、B問題ができる」という
ものや「A問題ができて、B問題ができない」と
いう傾向の学校も見えてきます。この状態を学校
がどう分析するかということですが、特にも、A

ができて Bができないという傾向の学校が多い
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という実態から考えられることは、知識技能につ
いてはある程度定着しているんだけども、活用す
る力として育っていないということですから、こ
れは教え込みだったり、仕組み等が理解されてお
らず、答えが出るまでの過程を無視して、暗記中
心に学習が進められているのではないかというこ
とが危惧されます。
　繰り返しになりますが、基礎基本の力が転化し
ない、転移しないというかくっついていかないみ
たいな。もしAがいいんだけど Bができないと
いうのであれば、どうしてそうなっているのかと
いうのは学校としてしっかり分析してみた方がい
いですよという話をしています。しつこいようで
すが…。
　今までは、「何を学んだか」というのをテスト
で見ることが多かったわけですが、これからは「何
ができるようになったのか」を見取るための機会
としていこうという考え方であります。教員採用
試験なんかもそうです。私は大学生活でこんなこ
とをしてきました。サークルでこんなことをやり
ました。部活ではキャプテンをやりました…。こ
れは実績を示したもので事実であります。それは
素晴らしいことです。しかし、そのことが教員に
なってそういう力を発揮できるということとイコ
ールなのでしょうか。ひょっとしたら面接という
ことになればやってきた実績に加えて「これから
何ができる私なのか」を証明していくことが求め
られるのかもしれません。未来志向のその上にあ
る何かを求められるかもしれない。何かで表彰さ
れたという実績は過去のことであります。
　活用型というのは未来を生き抜く子どもたちに
そういう力をつけてやるのだという発想です。例
えば数学を教える先生がいるとします。それは子
どもに数学を教えるということではなくて、数学
を学んでいる子どもたちを支援する人という捉え
です。主体は子ども達、数学を学ぶのは子どもな
んですね。教えるということと支援するっていう
ちょっと角度が違っているということになってい
るということを理解して頂きたいと思います。
　先日、宮古教育事務所管内でキャリア教育の研

修会が実施され、その報告を受けました。地元の
高校を卒業して、そこからたたき上げで社長をし
ている方の講演会があったのですが、その方が先
生方にお話をした内容です。その社長さんは「い
いものを安く作らないと、声もかけてもらえな
い。」というのが持論で、宮古で金型の仕事を立
ち上げ世界に通用する工場を経営している方であ
ります。どうしてそんなに素晴らしい工場がそん
なところにあるのか、やっぱりトップの社長さん
が頑張っているんです。だからこそ重い言葉です。
「いいものを安く作れないと声もかけてもらえな
い。でも、いいものを安く作れば世界は待ってい
る。相手にしている市場はサムスン、アップル
なんです。これらの機器の中身は7割がメイドイ
ンジャパンなのだ。」ということでした。知りま
せんでした。「日本は日本のやり方で世界を席巻
しようして失敗した。サムスンやアップルは他国
の文化を理解し利用した。今世界は一つになって
いて、お互いに知恵を出し合うのが今後のグロー
バルスタンダードだ。その際に、学力の差が国力
の差になる。平均点ではだめだ。内輪の理論では
だめ。人の成長が社会・地域の成長だ。二十一世
紀を生きるための生き抜くための意識改革は不可
欠。もう取り残されている。」
　加えて、こんな話しもありました。「問題解決
能力のほとんどが小中学校での知識経験によるも
のである。問題解決のベースは義務教育にある。
だから小学校の先生、中学校の先生は頑張って欲
しい。むずかしい話じゃないんだ。失敗から学ぶ
姿勢が大切だ。失敗事例は財産だ。隠ぺいは億の
損失を生む。隠しちゃだめだ。失敗していいんだ。
失敗してこんなこと気づいたラッキーっていわな
きゃだめなんだ。で、失敗して叱られることを恐
れて正直に話せない職員がいる。この経験は学校
で身についてしまったんではないか。失敗して叱
られることを恐れて正直に話せないと。失敗は成
功のもとだという教育をしないからそうやって隠
す社会人になっちゃうんだよ。社員の現状として、
学力が低下している。間違った平等感、競争意識
の間違い。なんでも一緒だよってちがうだろ。欲
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がない。どうにかしてやろうっていうのがない。
現状打開を怖がる。前例踏襲に走る。前例踏襲は
あなたでなくてもいいでしょということ。あなた
が見えませんね。あなたはもういらないよという
ことだ。必ずどっかを修正して、自分らしさをプ
ランニングしてもっていかないと…。」厳しい中
にも納得する内容でした。
　この話しから私が学んだことは「仕事とは自分
の可能性を試す手段であり自分をアピールする場
が仕事である。」と言うことであります。大切に
したいキーワードとしてはですね、感性と創造性、
感じる心ですね。あとは何かを創っていく力、創
造性。感性は小さな変化に気付くことだ。創造性
は規格から外れることだと。どんどん違うことを
考えていきなさいということでしょうか。民間企
業だけに言えることではなくて、教育にあっても
通じる考え方が含まれます。教育においては不易
と流行という部分もあるのでイコールではないか
と思いますけど、こういう考え方はすごく刺激に
なると思いますし、もっともっと私たちは殻を破
って、様々なことに挑戦する姿を子ども達に示し
ていくことがあってもいいのかなと思いました。

４　今、何が求められているか

（１）少子化・教職員のいびつな年齢構成
　教職員の年齢構成、これを見てください。左側
にずれている紫色の山が平成19年度の教職員の年
齢分布です。次の茶色い方が23年度ですので四年
経過しました。これで何を見取るかというと、年
齢が大分右側の方に移動している、だいたい47、
8歳になっています。採用されて学校に行くと、
職員室は四十代・五十代だけという学校はいっぱ
いあります。びっくりしないでください。学校で
は若手職員を要望する声が大きいのも事実であり
ます。だからみなさんのような方がいっぱい入っ
て欲しいと思っている学校も多いのです。一方、7，
8年後、この山がずっと右側に行きますから、一
番高い所ここが350人いますが、あと10年もすれ
ばですね、350人も退職してしまうんです。とい
うことは採用が350人。ただ、子どもの数が減る

ことで学級数も減りますので、採用はイコールで
はありません。しかし、今よりはどんどん採用数
が増えていきます。そうすると、岩手では採用者
を確保するための手立てを新しく取っていかなけ
ればなりません。今年度から現職教員の特別選考
が実施されます。それでも足りなくてもっと受験
してくださいという時代がそこまで来ているとい
う状況があります。
　
（２）若手教員に求められるもの
　一方、採用になった若手の方々には、即戦力と
して働いてもらえる方であって欲しいという現実
もあります。今は採用数が限られているので結構
手をかけながら育てている状況でありますが、そ
うはいかなくなり、即戦力となる人材を求める傾
向が強まります。
　現在の初任者研修は、一年で実施しています
が、課題として一年目の研修が過密スケジュール
なのに対して、二年目三年目は何もなくなってし
まい、全て一人でやりなさいと突き放されるよう
なことになり、アンバランスではないかという指
摘があります。よって、来年度からは研修を三年
間の中で計画的に進めていこうということになり
ます。初任者研修にゆったり感がでてくるのかな
という気がします。こういう状況だということを
お知らせしておきます。　
　次に表が小さくて見えにくくて申し訳ありませ
んが、ここに示している数字は、学校数、児童生
徒数、教員の数です。実はここに学校数がありま
すが、ここにマイナスという数字が入っています。
どれだけの学校が統合によって少なくなっている
かが分かります。だいたいアベレージで20個くら
いなくなっています。すごい勢いで学校が統廃合
でなくなっています。減少率にすると３パーセン
ト前後で推移しています。今後も同様の状況であ
ると予想しています。児童生徒数もありますが、
その隣のマイナス、ここです。だいたい2000人以
上が減っています。昨日学校公開した仁王小学校
が431人くらいですか。仁王小学校4つ分くらいが
だいたい減っていると、毎年ですよ。それぐらい
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の子どもの数が減っていると。一方教職員数は減
っているかというと、実はあまり減っていないん
です。なぜかというと、少人数加配とかですね被
災があった関係で、復興加配ということで先生を
減らさないという状況があります。学校が減って
子どもの数が減っている割には先生の数が減って
いないので、少人数のきめの細かい授業ができて
いるということであります。
　次に採用状況について紹介いたします。22年度
から25年度まであるんですけれども、小学校は22
年度は539名受験者がいたんですが、25年度が528
人、あんまり変わっていません。中学校は平成22
年488人、25年度510人というふうに500前後とな
っております。合格者数ですが、平成22年度は24
人だったのが、平成25年度は57人になっています。
中学校は平成22年度37人だったのが、平成25年度
は56人と増えました。倍率でいくと、小学校平成
22年度22．5倍。22人に一人しか合格できなかっ
た。ところが、今年度は9.3倍10人に一人くらい
という状況です。中学校は13.2倍が9.1倍にという
ことになっているので、少しずつ採用数も上がっ
てきているということがここで読み取れます。
　今年度の状況はというと、どんどん受験者の数
が減ってくるのではないかと心配していたんです
が、小学校はあまり様子が変わらないかなと。中
学校は、教科によっても様々ですが全体的に減少
傾向ですので、たくさん受験してもらえるよう県
としても努力していかなければならないと考えて
います。みなさんも含め、気持ちのある方は取り
組んでいただければと。
　即戦力を期待していますよというお話をさせて
いただきましたけれども、指示待ちで何かを与え
てくれるのを待つようではやっぱりいけないだろ
うと。とにかく失敗を恐れず様々なことに率先し
て挑戦していくあなたたちであってほしいなとい
うふうに思います。ここに教員採用試験の案内が
ありますが、昨年度採用された方々の勤務ぶりを
紹介していますが、来年は皆さんの中からこの冊
子で紹介される方々が沢山でるように頑張って下
さい。

　ここでは、本県が求める先生方として次のよう
に示しています。「実践力と行動力のある先生」
と「人間性の豊かな先生」と、「情熱あふれる先生」
というふうにコメントされています。
　それでは、どうすればそうなれるのかと。ここ
が問題だと思います。人間性豊かな先生ってどう
すればそうなれるのでしょうか？「実践力と行動
力のある先生を求めているのですが、あなたの行
動力と実践力について聞かせて下さい。」何て答
えますか？現段階として、こういう自分になるた
め、こんな取り組みをしています。明確に答える
ことができればいいのですが、中々大変なことで
あります。岩手に限っての話ではありませんが、
本採用になるために、どのような準備をしてきた
か、その事実について語るわけです。まず過去を
聞くわけです。あなたはどんな準備をしてきまし
たか。その上で採用になったらあなたはどういう
ふうにしますか…。「私は…」って言えるものを
作っていかなければなりません。それは抽象的な
ことではなくて、具体的なもので語ることが必要
であります。まだまだ時間はあるのでそういう時
間を過ごしていただければと思います。
　実は宮古教育事務所にいるときに、岩泉の方に
岩手大学のみなさんに来て頂いて、長期休業中に
子ども達のサポート事業を実施して頂きました。
子ども達にプール指導とか学習指導とか面倒を見
てもらっているのですが、その様子を見ている
と、大学生の皆さんはこの経験を通して、子ども
の実態とか課題とかを、書物ではなくて自分の体
を通して見つけているのかなという印象を受けま
した。学生さんにとっては本当に貴重な経験なん
だろうと思って拝見させた頂いたところでありま
した。これからでも、様々なところで同様の経験
はできると思いますので、座学だけではなくて色
んな所に飛び出して欲しいなと思います。
　将棋の羽生さんの著書の中にですね、「知識は
陳腐化しても経験は無駄にならない。」というの
がありました。「役に立つのは直接的な知識や技
術というよりもそれを身につけるに至ったプロセ
スだ」とも…。簡単に身につけたものは簡単に失
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うものだが、苦労して身につけたことは活性化し
て転移可能な知識・技術となるとだと思います。
だから苦労して身につけるということはやはり大
切なんだということであります。世の中はどんど
ん便利になりますが、簡単なことを簡単に扱って
はいけない。苦労するところは苦労しながらとい
うふうに使い分けることが必要になるのかなと思
います。楽を求め過ぎないことでですね。苦しい
な、眠いな、大変だな、でも気持ちいなあと思え
る自分を作って行くこと、大変なことではありま
すが「今俺って伸びているかもしれないなあ」と、
苦労を楽しむぐらいの余裕というのがあるといい
ですね。難しいことですが…。　
　目的意識ということが大切なんだと思います。
「何のために」というのを見失うと辛くなります。
今本気で先生を目指す人がいるとすれば、「先生
になる」ということを目的とせず、「子ども達に
大きな成長を与えることができる先生になる」こ
とを目的にすれば、先生になってしまえばもう終
わりではなくて、先生になったことはスタート地
点に立っただけであり、新たな目標ができるとい
うことになります。自分の中にどんな目標を設定
するかが重要であります。
　八十歳で三度目のエベレスト登頂に成功した三
浦雄一郎さんにも驚きでしたが、山にまつわる話
しとしてこんなものがあります。「一人目の山登
りに、なんで山に登るんですかと聞いたら、山に
登ることが好きだからと。二人目には、なんで山
を登るんですかと聞くと、山に登ると王様から報
奨金がもらえて仕事を授かることができるから。
三人目の山登りは、山に登ることによって町の人
たちに勇気と希望を与えることができるから」と
…。そして三人は遭難しちゃったんです。そした
ら一人目はですね、自分の好きな山で死ねるんだ
から本望だと。二人目は、俺の人生はここまでだ
ったかと悔しがったと。三人目は、自分が山に登
らなければみんなに勇気と希望を与えることがで
きなくなると。目的意識の違いですよね。遭難し
てもちゃんと戻ってきた山登りが一人いた。だれ
か分かりますよね。

　みなさんはどうして先生になりたいのか。その
ためにするべき準備は何か。いつ頑張るのか。い
つするんですか。今でしょ…。

５　おわりに

　二年前に東日本大震災が発生し、その五か月後
に全国中学校文化祭という全国大会を開催しまし
た。このタイミングで本当に開催できるかなと半
信半疑であったのです。その時に予定されていた
様々な全国規模の大会がキャンセルになった時
に、全国中文祭は実施をしたのです。遠くは沖縄
からも中学生がやって来ました。そういう時に、
岩手の中学生がホストになって全国の中学生を迎
えました。キーワードが「おもてなしの心」とい
うことでした。地元の中学生が、同じ年の子ども
たちを迎えようと頑張ったのです。それがこれま
で支えてくれた方々への恩返しであったのです。
その姿を見て私は大変感動しまし、中学生から学
ばせてもらいました。
　「もてなす」の語源を調べてみました。「持って、
成す」。何かを持って何かを成しとげる。その「持
つ」というのは食べ物とか飲み物もあるのでしょ
うが、形として目に見えないようなもの、心のよ
うなもの意識のようなものも含んでいるそうで
す。また、もてなすというのは「表なし」という
ことで、裏側だけ、黒子として裏方に徹するとい
う意味もあるそうです。他人を思いやる「利他の
心」を示しています。人のためにということがあ
ります。
　話は変わりますが、おもてなしの心を一番大切
にするところとして、ディズニーランドがありま
す。みなさんの中には既に聞いたことがあるとい
う人もいるかもしれませんが…、ディズニーラン
ドの精神としてすべてのゲストに幸福感を届ける
ことがあります。読ませていただきます。ちょっ
と長いんですが…。「東京ディズニーランドにあ
る若い夫婦が訪れました。そしてディズニーラン
ド内のレストランで「お子様ランチ」を注文した
のです。もちろんお子様ランチは９歳以下とメニ
ューにも書いてあります。子供のいないカップル
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に対してはマニュアルではお断りする種類のもの
です。当然の如く、「恐れ入りますが、このメニ
ューにも書いておりますが、お子様ランチはお子
様用ですし、大人には少し物足りないかと思われ
ますので…」と言うのがマニュアルです。しか
し、アルバイト（キャスト）の青年は、マニュア
ルから一歩踏み出して尋ねました。「失礼ですが、
お子様ランチは誰が食べられるのですか？「死ん
だ子供のために注文したくて」と奥さんが応え
る。「亡くなられた子供さんに！」とキャストは
絶句しました。「私たち夫婦には子供がなかなか
授かりませんでした。求め続けてやっと待望の娘
が産まれましたが、身体が弱く一歳の誕生日を待
たずに神様のもとに召されたのです。私たち夫婦
も泣いて過ごしました。子供の一周忌に、いつか
は子供を連れて来ようと話していたディズニーラ
ンドに来たのです。そしたら、ゲートのところで
渡されたマップに、ここにお子様ランチがあると
書いてあったので思い出に…」そう言って夫婦は
目を伏せました。キャストのアルバイトの青年は
「そうですか。では、召し上がって下さい」と応
じました。そして、「ご家族の皆さま、どうぞこ
ちらの方に」と４人席の家族テーブルに夫婦を移
動させ、それから子供用の椅子を一つ用意しまし
た。そして、「子供さんは、こちらに」と、まる
で亡くなった子供が生きているかのように小さな
椅子に導いたのです。しばらくして、運ばれてき
たのは三人分のお子様ランチでした。キャストは
「ご家族でゆっくりお楽しみください」と挨拶し
て、その場を立ち去りました。若い夫婦は失われ
た子供との日々を噛みしめながら、お子様ランチ
を食べました。このような行為はマニュアル破り
の規則違反です。しかし、東京ディズニーランド
では先輩も同僚も彼の行動を咎めません。それど
ころか彼の行為はディズニーランドでは賞賛され
るのです。マニュアルは基本でしかありません。
マニュアルを超えるところに感動が潜んでいるの
です。この出来事に感動した若い夫婦は、帰宅後
に手紙を書きました。「お子様ランチを食べなが
ら涙が止まりませんでした。まるで娘が生きてい

るように家族の団欒を味わいました。こんな娘と
の家族団欒を東京ディズニーランドでさせていた
だくとは、夢にも思いませんでした。これから、
二人で涙を拭いて生きて行きます。また、二周
忌、三周忌に娘を連れてディズニーランドに必ず
行きます。そして、私たちは話し合いました。今
度はこの子の妹か弟かをつれてきっと遊びに行き
ます。」と言う手紙が東京ディズニーランドに届
きました。このような感動した内容の手紙が東京
ディズニーランドには連日届きます。そして、直
ぐに貼り出され、コピーされ、舞台裏で出演の準
備をするキャストに配られます。舞台裏ではキャ
ストとして働いている多くの男女の若者が共感し
て泣くそうです。」というような内容であります。
この対応したキャストというのが、数か月しかそ
こで経験していない人。でもディズニーランドの
全ての人に幸福を与えるというのが染みついてい
る。だからいろんな状況に出会っても、自分がど
う動くことが幸せを届ける行為なのかということ
で行動が決まってくると。マニュアルではなくて
精神、目的がその人には身についていたと。経験
の長短だけで判断するものではないということで
あります。
　学校であっても同様のことが言えるわけで、仮
に経験の浅い若い先生であっても、「何のために」
という軸が定まっていれば、価値ある行動をとる
ことができるということであります。おもてなし
をキーワードにして取り組んだ岩手の中学生も素
晴らしい訳ですけれども、そのような子ども達を
育ててきたのも本県の先生方、教育であったとい
うことであります。今後若い方々がたくさん採用
される時代が来ることが予想されるわけですけれ
ども、本県教育がこれまで培ってきたものを継承
しながら、そして、新しい時代へ対応する力も身
につけていかなければならないのかなというふう
に考えています。
　中国の古いことわざの中に、「明日をよくした
かったら花を植えなさい、一年後よくしたかった
ら稲を植えなさい、十年後をよくしたかったら木
を植えなさい、百年後をよくしたかったら人を育
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てなさい。」で、教員を目指すということは百年
後の未来に繋がる仕事ということであります。非
常に価値ある仕事であるということで、是非みな
さんには私たちの仲間に一日も早くなっていただ
いて、共に仕事のできる日がくればいいかなとい
うふうに思っております。以上で終わらせていた
だきます、ありがとうございました。

新沼：佐藤課長さんには、およそ90分に渡りまし
て、熱く語っていただきました。90分という
時間が本当に短く感じるほどすばらしいお話
をいただきました。さて、ここでですね、ご
質問、あるいは感想をいただきたいと思いま
す。いかがでしょうか。

　　先程、佐藤課長さんからもお話がありました
ように、岩手県の小中学校全部でいくつあり
ましたでしょうか。平成25年度、今年度は
535校ありましたね。それの今トップリーダ
ーとして仕事を進めている課長さんでござい
ますので、なんでもどんな質問にもお答えで
きますので、どうぞ遠慮なさらずにご質問い
かがでしょうか。どうぞ、では、先生お願い
します。

新妻先生：心のサポートの問題について、数が予
想したほどではないけれども、場合によって
は不安定な症状を出すという子がいるという
状況は、そのような児童生徒はどれだけいる
のでしょうか。もし具体的な数字をご存知で
したらお願いします。

佐藤先生：具体的な数字はつかんでいないんです
けれども、当初、県外から多数の臨床心理士
の方々に入って頂きましたが、これだけの規
模の出来事の場合には相当数の子どもがどの
ような状態になるのかなと心配されたのです
が、その予想を大きく覆す状況だと。「こん
なに少なくていいのかな」と思うほどだとい
うことを言われました。

　　阪神淡路のときの経験を踏まえて初期対応が

うまくいったということと、専門の方々が入
ってくることによって現場の先生方も安心し
て適切な判断ができるような状況をつくって
くれたということが大きかったと思います。
ただ、今安定しているのかのように見えるん
ですけれども、表に出ていない部分ですね、
今後どうなっていくかとなると、まだまだ心
配される状況なので、数字では一概に言えな
いところがあると思います。非行等の生徒指
導上の問題なども、自暴自棄になったり無気
力になったりとか、数は少ないものの、課題
であります。そのことが若干見えてきている
状況もあり、「心とからだの健康観察」とい
うのがあるんですが、何かあった時にそのカ
ルテをひっくり返して見たりするのですが、
確かにそういうシグナルが見えるとかいうこ
ともあります。子ども達の記述を軽く見て判
断するのではなく、しっかりと見取っていく
きめ細かさが、今後益々大切になってくると
思います。今までは本当に大変なものに着目
していればよかったのですが、グレーという
か判断が難しいところにも目を向けていかな
ければならないと思います。それをどっちに
カウントするかによって支援すべき子どもの
数は大きく変わってくるのではないかと思い
ます。全県的に見ると、著しく大変だという
状況ではないというと認識しています。

花巻の矢沢中学校：被災地の子どもたち、あるい
は被災地からこちらの内陸の方に転校せざる
を得ない子どもたちは精神的な負担を抱えて
いると思うのですけれども、その子にもだい
ぶサポート、スクールカウンセラーの方々が
お見えになって、指導していただいた状況な
んです。これから新しい先生方が増えてくる
にあたって、そういう新しい職場現場での環
境の中で新人の初任の先生方が、そういう先
生方と手を組んで、子どもたちをメンタルの
面での指導を中心に進めていかなければなら
ない環境だと思うのですが、やはりそういう
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プログラムを初任期とかこれから新しいプロ
グラムをお考えになっていると思うんですけ
れども、そのあたりをお聞かせ願えればとい
うふうに思っております。よろしくお願いい
たします。

佐藤先生：今先生がおっしゃられたとおりであり
ますが、実は学校現場がどのような状況にな
っているのかについての把握は、十分ではな
いというところもあります。様々な研修会等
の際に「実は学校現場ではこうですよ。」と
いう形で情報を頂いたりしてという場合もあ
ります。対応についての具体的なプログラム
については現在はまだ考えていない状況です
が、もちろん初任研では概略的なものは盛り
込んでいます。

　　今後、先生方の部分についてはもう少し情報
交換をし合えるような、同僚性という話はよ
くするんだけれども、実際そういうことを言
い合えるような状況になっているのかという
とちょっとまだなところがあるので、お互い
に話し合える状況をつくることからスタート
なのかなと思います。子どもについては「心
とからだの健康観察」等について、とにかく
精査していただきながら活用するということ
かなというふうに思います。今ご意見いただ
いたので、復興担当の方にもお伝えしておき
ます。

鈴木さやかさん：岩手大学教育学部の鈴木さやか
と申します。本日はありがとうございました。
これから復興教育を進めていく中で、現場の
先生方の中で、自身が被災したりという方が
多くいらっしゃったり、また実際に単身赴任
などで沿岸に行かれて自分がストレスを抱え
たりという部分があると思います。それに対
して教員の方々に対してのサポートがどうな
っているのかお聞きしたいと思います。

佐藤先生：これについては、県の教育委員会の方

でも厚生福利という担当があってそこで大人
の部分のメンタルヘルスを当然発災当時から
やっております。個人的にカウンセリングを
受けたいといった場合にはそういう窓口もあ
りますし、あとは校長先生を中心に元気がな
いなぁといった先生がいる場合には校長先生
を通して学校にカウンセリングや相談ができ
る人を直接訪問して、個別に面談をすると。
必要であれば医療機関に話を通すということ
は細かくやられていますし、全国各地から臨
床心理士さんがきています。子ども中心では
あるんですけれども、当然先生方の中にも心
配する方がいれば、別枠で臨床心理士さんに
聞けるということがあるので、何か月もそう
いう状態で放っておかれることはないです。
まず自分の方から声をあげていただく、また
は管理職の目から見て不安な先生にアプロー
チしていただくということはシステムとして
はある程度確立されている。みなさんなんか
はまさに初任でもしそういうところに配属さ
れたときに、不安感があるといった場合にも
初任研の時、あるいは指導主事、先輩なんか
に声をかけてもらったり、悩み相談をできる
ようになっていますので、そこは安心してい
ただければというふうに思います。

学部長：先程のお話の中に、今後教員需要自体は
統廃合はあるけれども、のびていくと予想さ
れているのですが、年金支給が65歳からいわ
ゆる年金支給率が完全65以上ですよ。そうす
ると、先生方の60歳退職が、いわゆる再雇用
ということで65まで延長すると。そしてその
比率が１年２年であればもういいやというこ
ともあるんでしょうけれども、５年となると
退職から支給が遅れるということになるので
すが、多くの方がエントリーすることになる
のですが、新しく採用する先生、再雇用する
先生とだぶるときがあるのですが、だからと
いって若い先生を雇わないわけにもいかない
ということで大変厳しい現実があると思うの
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ですが、そういった動きはでてきているのか、
あるいは近々決めることになるのかその辺の
状況についてお知らせいただければと思いま
す。

佐藤先生：さすが、マニアックなというか…。私、
義務教育課長なもんで、直接関係することで
はないんですけれども、なので、そういう立
場の人間として話を聞いていただければと思
いますが、来年度はそういう状況になってく
るのではないかということで、少し調査して
いるところはあるようです。どれだけの数の
先生が再雇用というか。ただ、現実的に61歳
の方を再雇用して、常勤で勤務していただけ
るかというとちょっと別で、希望する方々が
どれくらいいるのかというところを見ながら
ということではあります。若い方々の雇用を
著しく圧迫することにはならないのではない
のかと思います。影響が全くないとは言えま
せんが、試算しながら全体的な状況を見て、
検討していくことになります。今ちょうどそ
の最中であります。

新沼：ここで閉会の方に入りたいと思いますけれ
ども、井上センター長より謝辞を申し上げま
す。

井上センター長：どうも佐藤先生、長い間ありが
とうございました。ディズニーランドの話、
個性ある社長さんの話、それから復興のお話、
いろいろと聞きました。そしてさらにご親切
に、試験に関する内容まで非常にありがたい
お話でした。先生をお見かけしていると、い
つも笑顔を絶やさないような先生ですので、
非常にみなさんも安心して岩手の教育に飛び
込んでいくことができるんではないかなとい
うふうに思っております。今日は大変ありが
とうございました。ご参加のみなさんもあり
がとうございました。
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８月27日　教育講演会　吉成信夫さん
木村先生：今日は雨が降ったり晴れたり、変な天
候ですけれども、平日のこの時間にたくさん
の人に来ていただき、ありがとうございます。
（　　　）大学教育学部では、毎年教育推進
委員会というところが母体になりまして、学
部が主催する（　　　　　　　　）となりま
した。近年ではなるべく学部の教職員だけで
はなくて、一般の方にも来ていただけるよう
な企画をということで、一昨年は畠山（　　
　）さん、それから昨年の場合は映画の上映
会（　　　　　）という（　　　　　）の映
画の上映会を従来とは思考を変えてやってみ
ましたが、今回は地元岩手の非常に有名な
（　　　　　）のご先生をお呼びして、企画
することがありました。吉成先生のご紹介を
兼ねて、学部長の方から一言ご挨拶をしたい
と思います。新妻先生よろしくお願いいたし
ます。

新妻先生：はい、みなさんこんにちは。今日はお
忙しいところ吉成先生の講演会においでいた
だきましたことに、まず感謝を申し上げたい
と思います。まずこの企画についてのご説明
は木村から話されたとおりですけれども、毎
年企画しているものです。この推進会自体は
ですね、こういった企画の他に、学部の先生
方の研究の成果であります、研究年功の発行
等も担当している委員会でありまして、今日
は私どもとしては子どもたち、それから全体
で言えば広い意味での教育に、研修会を合わ
せてやるということで、本年度は吉村先生を
お呼びしてのこういう企画になっているとい
うことでございます。みなさんのお手元に、
森の子育て研究センターという小冊子が入っ
ていると思いますけれども、これを元にしな
がら、吉成先生のご紹介を兼ねていきたいと
思います。吉成先生は1956年の東京のお生ま
れということで、何歳･･･ ？（56です）とい

うことでございます。いろんな活動をやって
いらっしゃるというのはお手元の資料にもあ
るとおりですけれども、岩手との繋がり、関
係というのは1996年に岩手県の現在は一関市
になっておりますが、東山町に「石と賢治の
ミュージアム」という施設がありますが、そ
この研究専門員としてご来県されたあと、現
在に至るということになります。その途中で
すけれども、活動を展開・企画されていると
いうことで、代表的なもの、今日のお話のメ
インテーマでもありますけれども、2001年度
から葛巻町の（　　　　）という地域ですけ
れども、そこの地域の廃校を利用しての「森
と風の学校」というものを開設し、現在多く
の活動を展開中だということは後でいろいろ
なお話の中で詳しくご紹介いただけると思い
ます。加えて、岩手県立児童館、一戸にあり
ますけれども、「いわて子どもの森」の初代
館長として８年間という長きに渡って現在の
こどもの森の活動の基盤あるいはシステム、
実際的な活動のプログラム等々をお作りにな
って、現在こどもの森は先程吉成さんともお
話ししたのですが、私事ですが孫がこないだ
東京から来たんですが、こどもの森に行くと
いうことで、なんで東京にいて子どもの森を
知っているんだというふうに聞いたら、東京
にいる子育て仲間の方から聞いたと、お父さ
んからは聞いたことがないというふうに言わ
れたりして、地元のことは地元の人が知らな
くて、逆にそういった関心をもっている、子
育て真っ最中のお父さんお母さん方にとって
は非常に岩手の宝じゃなくて全国の宝のよう
に感じ取られている施設でもあり、活動の場
所でもあるんだなあと認識させられましたけ
れども、館長を先程ご紹介しましたように８
年間やって現在の基盤づくりに貢献していた
だいたと。現在は森と風の学校の関わりで、
子ども環境研究所理事長、それから森の子育
て研修センター長としていろいろご活躍だと
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注．（　　）内はテープ起こし聞き取り不明。
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いうことなんですが、最初にご紹介の中でお
話ししましたように、石と賢治のミュージア
ム、それと森と風の学校というネーミングで
分かれておりますけれども、おそらく吉原先
生のお考え、あるいは理想・理念の根底には
宮沢賢治さんがいらっしゃるということと
同時に、目線が（親身）、住人目線と子ども
目線に立って、循環型の社会を作っていこう
ということが非常に読み取れるような活動で
はないかというふうに私自身は受け止めてい
ます。このほかに、実は県のあるいは市のさ
まざまな市議会、委員会の委員さんもたくさ
んやられていて紹介するには時間が足りない
くらいたくさんあるということと同時に様々
なこういった講演会等はもちろんですけれど
も、新聞等、テレビ等でも連載があったり、
ということで、まさに（　　　　）のご活躍
されている先生だということでご紹介にした
いと思います。具体的にはこれからの先生の
お話の中にぜひ出てくると思いますので、ご
参照いただければと思います。最後ですけれ
ども、先生は著作のもの（　　　　　）され
ておりますけれども、2002年に出た、「子ど
もの豊かな育ちと地域支援」という本がある
んですけれども、偶然なのですが、これには
吉成先生も執筆されていますし、私も執筆し
ていたんです。で、改めてみたら一緒だった
のね、と感じているところですけれども、そ
ういう意味では吉成先生と私も比較的長いお
付き合いになっているということなんです
が、今日はその待望の先生をお呼びしての講
演会ということでしたので、ぜひご清聴いた
だき、そのお聞きいただいたことを持ち帰っ
て、今後のためあるいは地域のために活動の
指針にしていただければありがたいなという
ふうに思います。それではご紹介を終わりた
いと思います。よろしくお願いいたします。

吉成先生：どうも、初めまして。こんにちは。今
ご紹介いただきました、森と風の学校、NPO

法人、岩手子ども環境研究所の理事長をやっ
ている、吉成と申します。はじめに申し上げ
ますが、今からの話は全部本音トークでいき
ますので、吉成さんの話を聞いていると、こ
こは私と同じだけどここは絶対違うわという
ことをあらかじめあるという前提で聞いてい
ただきたいというふうに思っています。全部
しゃべるつもりでおります。子どもの森につ
いて先程学部長さんからもご紹介がありまし
たけれども、子どもの森の話をするとこれで
も２時間は軽くいくという感じなので、今日
は子どもの森の話はしないで･･･でもちょっ
としますか、全部繋がっているんですけど、
森と風の学校の方が先なんですね、実は。は
じめにちょっとだけプロフィールをご紹介さ
せていただきますが、私元々教育（　　）の
人間じゃないんですね。それから（　　　　）
でもないんです。何をやっていた人間かとい
うとビジネスコンサルタントなんですね、長
いことやっていたのは。ですから、子ども嫌
い、基本的に。うるさい子どもがいるとうる
さい、と怒鳴ってしまうようなそんな感じの
20代でした。ですから、私がそういう教育的
な場所に自分がいくなんて考えられなかった
ですね。そこには私の父親と私の母親が実は
教師です。父親が中学校の教師ですね。とっ
くに引退していますけれども。母親はもう亡
くなりましたが小学校の教師です。ですか
ら、戦後の東京の青空教師ではないですけれ
ども、掘立小屋のトラックから始まって、ず
っとやってきたというのはいろいろ聞いてい
たんですが。私の親戚は教師がたくさんいま
す。大学の先生も何人もいます。私だけ違う
方向に飛び出したといっても不思議ではない
かもしれないですね。なんで私は全然違う方
向へ飛び出そうとしたかというのをはじめに
紹介がてらお話をしたいというふうに思いま
す。教育から一番遠い方向へ逃げようと思っ
たんです、僕。嫌いなんですね、嫌いだった
んです、教育という世界が。それはなぜかと
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いうと父親と母親僕にとってはとてもとても
いい親だったと思って今でも尊敬しているん
ですけれども、親父とおふくろがどっちも教
師ですから、朝になると出かけていくわけで
すよね。私の家はそんなたいそうな家ではな
くて、教員の息子ですから、昔の教員という
のは本当に貧乏な教員でしたので。でも２人
とも出かけてしまうので、お手伝いさんがい
たんです。それでお手伝いさんと私が留守番
をしているわけですけれども、小学生の時
の記憶があるんですが、「ただいま」といっ
て６時とか６時半とか遅いときは７時ぐらい
ですね、慌ただしく僕の父親と母親が帰って
きます。帰って、ピンポーンとなってドア開
けますよね、私が。で、ドアを開けた瞬間の
お父さんとお母さんの顔っていうのが教師の
顔しているのですよ。わかります？教師の顔
をしているっていう感覚。なんかね、仮面が
ついているような感覚が僕は幼い時感じまし
た。僕のおふくろと父親なんですけれども、
なんか仮面を被っている。なんか僕はおかえ
りって言った瞬間、評価されているような気
がするっていうのがすごく嫌だったっていう
小さい時の感覚が残っていますね。それがご
飯を作って夕ご飯食べて、今日どうだった？
こんなことして今日は遊んだよ、みたいな話
をしながら夕ご飯を食べた後、お茶の時間と
いうのがあって、必ずお菓子が出てくるんで
すね。おかげで今、歯がボロボロですけど。
でも毎日夜の短い間ですけれども、お茶の時
間というのはすごい好きな時間なんですけれ
ども、その時間になると親父とおふくろのは
めていた仮面がポロッと落ちてくるんです
ね。その落ちるときまで２時間くらいかかる
んですよ。そのくらい教育現場が大変だって
いうことの証かもしれないですね。今私がこ
の歳になって思うことは。でもその時そんな
ことは一切わかりませんので、なんかいやだ
なぁ、なんか僕一挙一動を見られているよう
な気がするような感じがして、教育の世界か

ら一番遠い方向へ逃げようというふうに決め
まして、実は大学が法学部政治学科だったん
ですけれども、教師の家系ですから、教員免
許くらいは取っておこうと思ったんですね。
で、一週間だけいったんですよ。一週間だけ。
もうダメでしたね。これが続くと思ったら僕
はこの地獄には耐えられない、とい思いまし
た。僕の感覚ですので、むちゃくちゃなこと
いっているかもしれないですけれども、僕は
体幹的に無理だと、黙って聞いているのは無
理だったんで、その頃僕は芝居に熱中してい
まして、学校にはほとんど来ていないという
そういう生徒だったもんですから。まあそう
いうところから始まって、岩手に来ることを
決めたのは39歳の時です。1996年ですね。ち
ょうど宮沢賢治が生誕100周年で、非常に騒
がしかった頃です。今では考えられないです
よね、当時は。もうとにかく本は次々と賢治
の本が並ぶし、映画も始まるし、テレビもや
るし、もういろんなものが岩手にもたったよ
うな異常な年でした。さっき木村先生ともお
話をしたんですけれども、前の前の年くらい
に阪神大震災があって、その後サリン事件が
ありましたよね。そういうことがあって世の
中が今までと違うぞと。今まで教育を受けて
きた若い世代が、（　　　　　　　　　　）
とは違うんですけれども、全く違った形で、
なにか全然脈絡が理解できないということが
起きていることがあった年だったというふう
に思いますね。その不安の中で実はサリン事
件の時に、私、ビジネスマンでしたので、実
は私が地下鉄に乗った千代田線の私の前の列
車でサリンが撒かれていたんです。代々木（　
　　）で止まりました、私は電車が動かなく
なって。そのときの電車がああいう事件が起
きたんだというふうにあの時思っていました
けれども。そんなことがあって、いろんなこ
とがあって、自分が39歳になったときに、こ
れから先何をやっていこうと思った時に、一
番嫌いで一番遠いところに、遠ざかろうと思
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思っていることを初めて人の前で言った記憶
です。それがテスト廃止。ということがあっ
たんですね。で、自分が39歳のとき、自分が
これからどういうふうに生きていこうと思っ
た時に、思い出したのはその風景でした。自
分の中でずっと封じ込めていたんですね。い
いや学校から遠ざかれば、一番遠ざかれば別
に危害があるわけでもないし、そのまま忘れ
ておけばいいんだというふうに思っていたん
ですけれども、39歳になってこれからどうし
ていこうか考えた時、その風景を思い出しま
した。その時、39歳の時に思い起こした記憶、
学校の記憶というのは、どこかに自分が理想
としている学校は他にあるはずだというふう
に思ったんですよ。青い鳥ですよね。今いる
場所じゃなくて、今自分がいない場所に、本
当に自分が求めている学びの場所っていうの
がどこかにあるはずだ。日本じゃないかもし
れない、海外かもしれない、でもわかんない
けどどっかにあるんじゃないかってことをず
っと自分の中では思いながら、自分の気持ち
を封じ込めて、ビジネスマンになったってい
う記憶があるんですね。39歳の時に、もう一
回宮沢賢治と向き合ったんです。15歳の時に
向き合った宮沢賢治と39歳の時に向き合った
宮沢賢治っていうのは同じ作品を読んでも全
然違った姿かたちを表した姿だったっていう
感じが自分の中ではっきり記憶としてありま
す。よだかの星だったんです。よだかの星を
35か6の時に読み直した時に、見えてきた世
界っていうのが、架空の世界のような気がし
ませんでした。今いじめられている子どもと
か、今いじめに遭っている子どもとか、今い
じめている子どもとか、何をしないで見てい
るだけの子どもとか、その場にいる先生とか
親とか、そういうものが、僕はいじめられた
ことはないですけれども、もしかしたら、そ
の形っていうのは賢治が70年も80年も前に、
よだかの星っていう形で投げつけているセリ
フの中が、今の時代にあるものと全く変わら

った、学校の風景が浮かんできたんですよ。
中学２年生の時の今も忘れないんですが、当
時中学生だった時に弁論大会というものがあ
ったんですね。この弁論大会が当時非常にク
ラスの多い学校でしたので、全校生徒でいう
と1500人くらいいたんですね。その1500人の
生徒の前で、僕は当時赤面恐怖症でもありま
したので、とてもじゃないけど人前に立っ
て、マイクを持って話をするなんてとんでも
ないというような学生でした。中学生だった
ので。まあ普通そんなことしないんですけれ
ども、中学２年生の時にどうしてもこれを言
わないと自分は生きていられないっていうぐ
らい思いつめまして、絶対みんなの前で言わ
なきゃダメだというふうに思って、もう、呂
律が回らなくてもしゃべるしかないと思っ
て、壇上に立ちました。その頃は審査とか何
もなかったので、自分がやりたいと思って手
を挙げたらみんな出られるというような気風
でしたよね、当時の気風というものは。当時
のタイトルは今でも忘れないのですが、「テ
ストによってできる欠陥人間」こういうタイ
トルです。中間テスト、期末テスト廃止しよ
うって叫んだんですね。怖かったです。1500
人の聴衆の一番後ろに、生徒指導の先生、柴
田先生っていうんですけれども、体格のいい
サッカー部の顧問の先生が、一番後ろで腕を
組んで、ものすごく怖い顔をして、顔がだん
だん赤くなってくるんですよ、睨みつけてい
るんですね、私を。で、先生の顔がだんだん
近づいてきて、僕のイメージからすると、あ
とで夢でうなされましたが、こんなビーチボ
ールが迫ってくるくらい怖かったんですね。
途中で私は原稿を読んでいますから、中間テ
スト、期末テスト廃止しようと叫んだ時に、
中学生１年生～３年生までが、ウオーッとい
うような地響きになったんですね。僕は絶対
にこれで楽屋に行ったら殴られるというふう
に思ったんですけど、殴られなかったんです
ね。それが僕にとっての学校に対する自分が
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ないというふうに本当に思ったんですね。そ
れを思った時に、自分が嫌だと思っていた学
校の学びのスタイルというものをもう一回青
い鳥がほかにいないんだったら、自分が作る
っていうことをやってみてもいいんじゃない
かというふうにある日突然思ったんですね。
で、僕は教育を受けてきた人間じゃないです
し、教員の養成課程を受けてきた人間でもな
いですし、学問的バックボーンを持ってきた
人間じゃなくて、ない人間なんですけど、そ
れでもやらなきゃいけないとその時は思いま
した。自分がやろうと思ったんですね。その
時に、どうせやるんだったら、東京じゃなく
て、宮沢賢治が生まれたこの岩手県の中に自
分を宮沢賢治と同じように、そこで息をしな
がら、その空気感の中で自分がやってみたい
というふうに思いました。ですから、僕が岩
手に来た理由というのも、あれからマスコミ
に何度も何度も聞かれましたけれども、僕は
知り合い誰もいなかったんです、当時。全く
偶然で、全く自分の思い込みだけで、宮沢賢
治さんの本だけ抱えて、落下傘で飛び降りて
きたんですよね。誰も知らないところに。そ
ういう感じで岩手に来ました。これから、宮
沢賢治さんを心の中の支えとして、学校を作
るからには、宮沢家にも挨拶をしておかなけ
ればならないとなぜかその時律儀に思ったん
ですね。なんでそう思ったかよくわからない
んですけれども。ちょうど賢治生誕100年の
８月なんですけれども、今ぐらいの時期です
ね、お盆が終わっ多ぐらいだった時のような
記憶があるんですけれども、宮沢清六さん、
賢治さんの弟さんが当時まだ元気で生きてい
ました。90代でしたね。突然行ったんですよ、
お宅に。普通私のように知らない人間が行っ
たら、門前払いを食うか、水をかけられるか
どっちかですよね。たぶんこれ、門前払いを
くうのが当たり前だろうなと思いながら、誰
も紹介してくれる人間がいるわけでもないの
で、いきなりピンポーンを押したんですよ、

ベルを。するとガラガラっと門を開けて出て
こられたのが、清六さん、ご本人だったんで
す。これから学校を作ろうと思って挨拶に来
たんですけどちょっと話を聞いてもらえます
かというと、ああいいよ、中へどうぞと入れ
てくれたんですね。それから一時間くらい何
も持たないで、まだ移住した一か月目くらい
です、だーっと一時間話したんです。それを
聞いているうちに彼が、こういうふうに言い
ました。吉成さんの話を聞いて思うんだけど、
自分の兄貴の名前を語りながら、教育の場で
それをやろうと思ったのがあなたで３人目で
す、なんていったんですね。この人でしょ、
この人でしょといって、付け加えました。で
もね、みんなうさんくさいんですよって。あ
なたの話を一時間聞いたけど、あなたもちょ
っとうさんくさいよねって。でもうさんくさ
いけど、真面目なところもあるかもしれない
ねっていうふうにおっしゃってくれたんです
ね。その時、そろそろ席を立たないといけな
いかなとも思って、一時間もいきなり突撃訪
問しましたので、腰を浮かせかけたら、その
時コーヒーをいただいて飲んでいたんですけ
れども、君、カルピスは飲むかね？と言われ
たんです。あ、じゃあまだ座っていてもいい
んだというふうに思ってですね、それからま
た一時間語り合いました。その時に学校を作
るんだったら、僕が名前を付けてやろうかと
言ってくれたんです。例えば、林風舎だろ、
風童舎というのもありますよね。吉成さんの
学校のイメージを聞いていたら、林風舎みた
いな感じが合うかもしれないねと僕の目をみ
ていってくれました。その時に私返事しなか
ったんです。その時に何分間か気まずい沈黙
がありまして、やっぱり自分でつけた方がい
いよねっていってくれたんです。自分でつけ
たかったんですね、私は。２時間くらい話し
込んだ後、もうそろそろいくらなんでも帰ら
なければと思って、そろそろ暇乞いをした時
に、彼は僕の目を見て言いました。その時に
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言ったのが、宮沢賢治の名前を使って学校を
作るからには、報われると思っちゃいけない
ですよと言われました。まぁ吉成さんのやる
ことだから、生きているうちに報われること
は絶対ないからねってそれだけは心しておき
なさいといわれました。もし、万が一世の中
がまかり間違って、あなたが学校を作って評
価するとしたら、100年くらい先のことでし
ょうな、ハハハと笑われたんですね。でもそ
の時、すごい気が軽くなったんですよ。自分
がなんかもしかしたらどっか気負いがあっ
て、これからやることがなんのスポンサーも
ないし、お金もないし、誰もいない中で始め
ることでしたので、どうなるかもわからない
ような話を生きているうちは報われることは
ないよとそう思ってやりなさいと、なんか後
ろからちょっとユーモアたっぷりに肩を叩か
れたような気がしたんですね。その話をし始
めたのはやっと最近です。今まではしゃべら
なかったんです。最近は本に書きましたので、
間もなくその本が出るんですけれども、やっ
とその話をしてもいいかなと15年くらいあれ
から経ちましたので、その話をさせていただ
くような感じになりました。今までの話は前
置きです。すみません、前置きで25分も取っ
てしまった。
　で、森と風の学校の話に入るのですが、こ
れを見てもらいたいんですね。これです。私
が森と風の学校を作るときに、実は一枚の絵
を描いていたんです。これが、私が岩手に来
たが17年前のことなので、この絵を描いたの
は16年前です。森と風の学校を作ったのは13
年前です。ですからタイムラグがあるんです
ね。4年間。今の葛巻町に森と風の学校とい
われているかみそでがわ分校と呼ばれる廃校
の跡がみつかる四年前にこの絵を実はイラス
トレーターの人に僕が全部言葉で言ったもの
を絵にしてもらっていたんですね。吉成さん
の（　　）写真は何、といわれたらこれを出
します。この中にすべてが入っています。と

僕はいまだに思っているんです。それは何か
って言ったら、学校をつくるときに、ひらが
なの学校を作ろうというふうに思いました。
だから学校教育の中にある学校をつくろうと
いうことは初めから一切思っていなかったん
ですね。その時僕がお手本にしようと思った
のは、日本にはありませんでした。デンマー
クのフォルケホイスコーレというところでし
た。これは農民学校という訳しかたや、生の
ため、生きることはなんのためかというのを
学ぶ学校そういうものがデンマークには100
校くらいあるんですけれども、その学校が唯
一私の支えでした。学校を作るからには、地
域の中にある場所でやりたいというふうに思
ったんですね。都会でやりたくない。地域が
あって、文化があって、歴史がある場所でや
りたいというふうに思ったんですね。お金が
一銭もありませんでしたので、お金が一銭も
ない私ができる場所はどこだろうというふう
に思った時に、ある日突然思いついたのが、
学校の廃校だったんですね。実際見つかった
場所も５級僻地校、岩手県最後の５級僻地校
とよばれる場所です。５級僻地校というのが
どういうグレードかというのを私が分かった
のは、学校が見つかってからですね。グレー
ドがあるんですよね。みなさんご存知かとは
思いますが、一級から五級まで。５級という
のは最難関ランクです。つまり、一番不便な
場所なんです。そんな場所なんですけれど
も、だから、木造の校舎で、廃校がある場所
を使ってやりたいというふうに思いました。
岩手県の中には当時100校近い廃校がありま
した。今から12年前の話です。一番当時廃校
が多かったのは北海道です。岩手が３番目ぐ
らいですね。たしか。岩手というは中山間地
が結構発達しているので、山の中でも結構分
校がありますので、廃校が当時たくさんあり
ました。こんなこう家のような廃校がどっか
にないかなというふうに思ったんですね。ど
ういう学びの場所にしたいかといったら、一
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つだけ私の中でありました。それは地産地消
です。農的な暮らしと、自然エネルギーです
ね。食べ物とエネルギーの地産地消のすべて
の過程をここで全部そのプロセスを体験でき
る場所、その体験を学びに帰られる場所とい
うものを作りたかったんですね。それがコン
セプトです。ですから、鶏がいます。ですか
ら、自然エネルギーがあります。左側には
（　　　　　　）アグリカルチャーというふ
うに書いてあります。その上に月影に怪しい
マントを翻しているのが、宮沢賢治さんのつ
もりなんですけど、こんなに太っていないで
すよね。もっと細かったわけですけれども、
宮沢賢治の（　　　）ソフィーみたいなもの
をやっぱり大事にこの場所をつくりたいとい
うふうに思いました。ですから、汽車が空に
向かって飛んでいるのはまさにそういう意味
で、宮沢賢治さんの作品を使わしてもらって
こんなふうに描いてたんですね。でも本当に
こんな場所が見つかったんですよ。まさかと
思ったんですけど。それから４年ぐらい経っ
たあとに、見つかった場所の写真を見ていた
だきたいと思うんですが、どんな場所かとい
うと、こんな場所なんですね。これがさっき
の写真ですよね。なんか、似てるでしょう、
校舎の感じが、平屋で。よく見てください。
青い車掌車があったんです。ブルートレイン
の車掌車なんですよ。これ、吉成さんが持っ
てきたんですか、と聞かれることがあるんで
すけど、僕が持ってきたんじゃないんです。
元々あったんですここに。私が2001年に初め
て森と風の学校をこのかみそで川の11世帯し
かない小さな小さな集落です、標高が700ｍ
あります。一番寒い日は毎年－25℃まで下が
ります。ですから、本州で一番寒いといわれ
ている藪川と変わらない寒さの厳寒の地です
ね。僕行ったのが夏ですから、そんなに寒い
って知らなかったんですよ。もしわかってい
たら、ここに学校作りませんでした。夏行っ
たのでここがいいと思っちゃったんですよ

ね。そういうのって本当はあまり考えすぎち
ゃいけないですよね、きっとね。これみて分
かるように、周りは全部森なんです。森と風
の学校というふうに偶然名前がついているん
ですけれども、この名前の由来はあまり深く
考えたわけではなくて、周りに森があるよな
ぁ、周りに風が吹いているよなぁ、ただそれ
だけの意味合いです。そしたら本当に、モコ
モコとした（なまこ）のような森だったんで
すね。この森に囲まれた学校だったんですけ
れども、この12年間の間に、森を使えなかっ
たんですよ、今までは、なぜか。ここは北越
（　　　）製紙という、製紙会社さんのもち
山だったんですね。だから一切入ってくれる
なっていうか、入れなかったんですよ。それ
が、だいぶ時代が変わりまして、国際的な認
証登録が始まりまして、森林認証というのが
できて、地域の人たちにも貢献するような企
業でありたいということを北越製紙さんが掲
げるようになって、今から４年ぐらい前に、
私のところに北越製紙さんの社員の方がたま
たま仕事で泊まりにきたんで、僕はびくびく
しながら恐る恐る、あの、ちょっとだけでも
いいのでこの森の一部を貸してもらうわけに
いきませんでしょうか、と聞きました。そし
たら彼はなんといったか。全部使っていいで
すよと言ったんです。その場で。見える限り
使っていいですよっていってくれたんです
ね。びっくりです。本当にいいんですか。と
聞いたら、ああ全然かまわないですよと言っ
て、その年の暮れぐらいに、社長さんがわざ
わざおいでになって、それで契約書を取り交
わして、半永久的に無償で借りると。それで
子育てと循環の森という森づくりをちょうど
2011年から震災のあった2011年から始めるこ
とができるようになりました。それまではエ
ネルギーと農的な生活の循環を子どもたちが
体験する場所としてずっとやってきたのです
ね。キーワードは循環です。今度は森がそこ
に加わったので、森の循環というものもそこ
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砕石工場というのは、小岩井農場に石灰石を
運び込むための生産基地なんですね。で、そ
の工場を作った（　　　　）さんがなんと自
然エネルギーに関わっているという話を聞い
た、これは絶対行ってみるしかないと思って、
役場を休ませてもらって彼のところを訪ねて
行ったんです。そしたら、教育の場所とはち
ょっと違ったんですね。それは何かと言った
ら、自然エネルギーを日本に売り込む、マー
ケティングの基地として、研修の場所として
彼の学校はやっていたので、教育的な施設と
は違ったんですけど、そこにいって彼と話を
したときに、すごく僕は強烈な話を聞いたの
ですが、それがここに書いてある言葉です。
薪と食べ物があれば、戦争を起こす国にはな
らない。これがデンマークの基本的な国民の
コンセンサスだと言ったんですね。薪と食べ
物ということはどういうことかというと、つ
まり、薪というのは今の言葉で言ったら自然
エネルギーもしくは再生可能なエネルギーで
すよね。誰にも迷惑をかけないでその場所で
地産地消できるエネルギーを言っていますよ
ね。薪ってそういうものだと僕は思っていま
す。それから食べ物もそうですよね。自然エ
ネルギーと食べ物の生産自給率を100％以上
にしようということがデンマークの基本的な
国民のオイルショック以降のコンセンサスだ
というふうに彼はいいました。なぜなら、と
いうか例示として言ってくれました。風力発
電のビジネスはその町に住んでいる人しか、
ビジネスを興すことができませんと言ったん
ですね。最近は法が改正されまして、その町
に住んでいるか、隣の町まではOKになった
んですね。つまり、農家の人たちがサイドビ
ジネスとして自然エネルギーに取り組んで結
構収益を得ているんですね。日本だったら何
が起きるかってその時考えました。日本だっ
たら、風況調査をして、一番風の強いところ
をメッシュに分かっているわけですよ。じゃ
あどこがそれを買い占めるかって言ったら、

に入ってきたんです。命の一番の源というの
は森であり、水なんですよね。それが4年前
から森と風の学校に加わりました。
　で、宮沢賢治さんの狼森と笊森、盗森って
有名な話がありますよね。小岩井農場に本当
にそういう場所がありますよね。私たちは何
をやるかというと、森に子どもたちと一緒に
作業に入るときに、必ず子どもと一緒に、演
劇のように森の中にはいろいろな精霊が今で
もいるからねといっていろんな方向に子ども
たちが向いて、ここに畑を起こしてもいいか
ー？と叫びます。いいぞーとはだれも言って
くれません。そういうことをやってから森に
入るというのが私たちのやり方です。葛巻は
どういう場所かというと、ご存じのように標
高700m、（　　　　　　）ところの、もとも
と11世帯だったんですけど、私たちの世帯は
２世帯増えましたので、一世帯がなくなりま
したので、すごい（　　　　　　　　）とい
うことで、実は、昭和30年代からほとんど世
帯数が変わっていないんですね。この集落
は。限界集落とも言えますが、世帯数は伸び
ています。一世帯は伸びた、そんな場所です。
もともと作った時の問題意識ですね。13年前
にこんな問題意識で学校をつくろうというふ
うに私は考えました。一体どうしたら、子ど
もたちと一緒に生き生きとした未来を描いて
いくことができるのかというのが、この学校
を作った時の一番大元の考え方です。実は僕
は先程学部長さんからもご紹介がありました
ように、石と賢治のミュージアムっていう博
物館づくりをはじめの３年間、東山の町長さ
んのアドバイザーになってやっていたんです
ね。その時に、いろんな展示を書いたり調べ
たりしていましたので、この (　　　)さんの、
鈴木さんの実家を知らないでお訪ねしたんで
すね。そしたら、うちの孫が実はデンマーク
に行っていて、そこで風の学校という名前で
学校をやっているよと言ったんですよ。石と
賢治のミュージアムの大元になっている東北
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商社とメーカーですよね。その土地に住んで
いる人がビジネスを起こすことができないで
すよね。日本は。やっと最近再生可能なエネ
ルギーの法律ができて、買い取り法ができ
て、少しずつ変わり始めましたけれども、そ
れでもまだまだですよね。そのことを、今の
言葉でいえば自然エネルギーと農的な生活を
テーマに持続可能な地域づくりをするという
ことですよね。これを目標に掲げてこの場所
をつくろうというふうに思ったわけです。
　では、そこからこのように話が始まってい
きまして。もう一つお話をしておきたいのが、
僕は東京にいた時にNGOにいたもんですか
ら、温暖化防止の話をしろというふうに言わ
れたんですね。温暖化防止の話をしろと言わ
れたときに、葛巻町から声がかかったんで
す。移住して半年くらいしたあとだったので
すが。温暖化がこういうことが起きるんだよ、
これから、みたいな話を私が講演会でした後
に、葛巻町内の住民の方で、もうおじいちゃ
んでしたけれども、その人が質問と手を挙げ
て言いました。なんといったかというと、吉
成さんの話を聞いていたら、温暖化というの
が大変なものだという気がするけれど、俺は
ここで70年間暮らしてきた実感から、少しく
らいあったかくなった方がいいんじゃねえか
っておっしゃったんですよ。これは生活実感
ですよね。その時にいくら知識で、大事です
けど、知識だけで人が生活を変えたり、何か
アクションを起こすかって言ったら、変わら
ないですよね。知識だけでは。そこに生活実
感を感じることがなければ、人は痛い目を見
ないとわからないというのもありますけど、
わからないですよね、って思ったんです。わ
たしは何か葛巻に入った時に、東京から風を
吹かせて岩手に来たような気持ちが、おごり
高ぶったような気持ちがどっかにあったかも
しれないです。だけど、それでは伝わらない
ということで、頭を殴られたような気がしま
した。これは、その場所で、自分が分かるよ

うな身体言語を探し出して、その言葉で会話
をして伝えていかなければお互いにキャッチ
ボールをしなければだめだということですよ
ね。それが大事だということがわかりました。
で、そこからもったいない、ありがたい、お
かげさま、という言葉が生まれたのはそこか
らです。そこにもう一つ加えるならば、楽し
みながらということばが入ります。学校教育
のようなではなくて、遊んでしまっているよ
うな感覚。遊びながら学ぶとか、学びながら
遊ぶっていうのは12年間ことあるごとに子ど
もたちにずっと耳たこのように言ってきたん
ですね。遊んでることと学んでいることがど
こか一緒になるような瞬間というのがいっぱ
いあるんですね。それが僕は一番大事な学び
の場だというふうに思っています。こんない
うといろいろあるんですけれども、この辺は
全部いっちゃえばいろんなものがあります。
　そういうお話をして、森と風の学校の話を
しながら、森が子どもを育むということがテ
ーマですので、もう少し具体的な話をしたい
なというふうに思います。なぜ私が森が子ど
もを育むというふうに思うようになったかと
いう話を今日はすることが主題だというふう
に思っております。僕は学校教育を受けてき
た人間ではないのですけれども、自分が大学
に行っている時に、役者になりたいというふ
うに思っていたんですね。役者になりたいと
いうことで、役者の養成所が東京にはたくさ
んありますので、その養成所の一つに入りま
した。その入った養成所が普通の養成所じゃ
なかったんですよね。全然違うところに入っ
ちゃったんです。わからないで。いつもそう
なんですけど、わからないでつっこんじゃう
んですよね。自分が思っている方向に開いて
いかない、ひっぱられていくような感じで
す。どういう演劇の研究所に入ったかという
と、50人くらいの生徒が入っているんです
ね。そのうちの半分がどういう人かという
と、僕と同じように役者になりたい人が半分
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たあと、子どもたちの言葉がどのように変わ
っていったかというと、ウザいという言葉が
出てきたということを彼はしきりに言ってい
ますね。そのウザいという言葉の中には、キ
レる、とむかつくという身体表現と全然違う
意味合いが入ってきていると彼はいっていま
した。それはウザいという言葉は人を寄せ付
けない言葉だと。もう、ウザいという言葉で
シャッターをガラガラと下げている、人とは
関係ないですよ、見えなかったことにしてい
ますよというそういう言葉だというふうに彼
は言っていました。感覚を閉ざした言葉だと
いうふうに行っていたんですね。その感覚と
いうのが僕が岩手に来て17年になりますけれ
ども、やっぱり子どもたちが変わっていると
いうのはすごく感じてきています。この岩手
大学でも一年に一回教壇に立たせてもらった
りもしているんですけれども、ここには教員
の方が多いと思いますが、学生も変わってき
ていますよね。僕めったに来ないから、一年
に一回しか来ないので、来ると、すっごく思
うんですけれども、この２，３年はめちゃく
ちゃ変わってきている気がします。県立大で
も盛岡大でも感じます。しゃべるやつがいま
す。僕怒鳴ります。しゃべったら。つまみ出
します。出るまでしゃべらないです。本当に
そうなんです。なかったです今までそういう
こと。子どもと向き合うときにあるべき論、
抽象論で話してもだめで、やっぱり体幹的な
コミュニケーションを基にして、本音の会話
をしていくというのがすごく不足していると
感じます。子どもたちを見ていて。森と風の
学校では毎年サマースクールというのをやっ
ていまして、季節ごとに子どもたちが自由に
応募してきて、フリースクールで学びの場っ
ていうのをずっとやっています。これは自然
エネルギーを学ぶことであったり、遊ぶよう
に学ぶことだったり、地域のことを知ること
であったり、未来のビジョンを描いてみるこ
とであったり、いろんなことをここではやっ

です。あとの半分がどういう人が入っている
かと言いますと、赤面恐怖症、吃音障害を持
っている人、学校の教師だけど、教壇に立つ
のが怖くて、休んでいる人、自閉的な傾向を
持っている人、いろんな人たちが、人の前で
話すなんてとんでもないっていうような人た
ちが半分くらいです。そういう人たちが入り
混じりながら、自分が声を発するということ
が一体どういうことなのか。コミュニケーシ
ョンするといったことはどういうことなのか
ということを劇を通じてやるような場所だっ
たのです。４年前に亡くなられましたけれど
も、宮城教育大学でしばらく教壇に立たれて
いた、たけうちとしはるさんという方がいる
んですけれども、竹内さんの教え子なんです、
実は。竹内さんから学んだことっていうのが
自分の中の一番大元にある気がしているんで
すけれども、当時竹内さんがいっていたのは
自己治癒としての演劇という言葉を使われて
いました。あまり、治癒という言葉を僕は使
いたくないんですけれども、自ら癒すという
言葉ですよね。いつのまにか癒されてしまう
みたいな。自己治癒って言葉さえ使いたくな
いですね。僕はセロ弾きのゴーシュがすごく
好きなんですよ。セロ弾きのゴーシュの世界
って治癒なんて言葉使わないですよね。一切。
自分は治癒している人間なんて思っていない
ですよね。ただ一生懸命うまくなりたいとい
うふうに思って、セロを弾いているだけです
よね。でもその場にいた人間が、動物たちが、
いつのまにか元気になっているというそうい
う物語ですよね。それが理想です。森と風の
学校も。そうしたいと思ったんですよね。大
元でいうと。竹内さんがですね、何年か前に
こうおっしゃられていました。彼が書いた書
物の中でいっていたことです。子どもたちを
見ていて思ったそうなんですが、これまでは
1980年代から90年代くらいまでの子どもたち
の言葉というのは、キレる、という言葉があ
りますよね。キレる、が今度むかつくになっ
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ということがあります。その時気が付いたこ
とがあります。初めは小・中・高生に関わる
のが対象でした。それから、指導者や支援者
の育成に関わっているのは小学生や中学生の
先生方との面談や話し合いというのがほとん
どでした。一年目は。子どもたちが抱えてい
ることや、気になることどものことや、暴力
のこともありますし、そんな子どもさんを抱
えて（　　　）している親御さんや地域の支
援者の人と話をしていた時に、この問題がど
こからきているのかということをさぐらなけ
ればいけないというふうにかんがえたんです
ね。そうすると、幼稚園や保育園ではどうだ
ったんだろう。それからもっと０，１，２，３
ではどうだったんだろうとどんどん戻ってい
ったんです。支援者さんたちのヒアリングを
する中で。すると全部一緒だったんですね。
体幹的にずっと思っていることなんですけれ
ど、問題の根っこは同じだというふうに思っ
ています。それが小学校までどんどん加速さ
れながら、きますので、幼稚園から小学校
に上がるときに一つの断層がありますよね。
小学校から中学校に上がるときもこれまた
（　　）がありますよね。この（　　　）を
どうやって乗り越えていくのかを考えていく
のが岩手大学の教育学部の大きなテーマだと
いうように僕は思いますけれども、私の中で
も大きなテーマでした。ということを付け加
えながら現場の話をしたいと思います。
　これは2010年の話で昔になってしまうんで
すけれども、EST（　　　　　）持続可能な
開発のための教育のサマースクールというの
をやりました。一番長くやった年は19泊しま
した。岩手県の子どもの夏休みがほとんど終
わってしまうんですね。大体９泊10日くらい
がベストなのがこれまで８年間やった自分の
感覚ですね。いいんですけど、20日間やると
なにが起きるかというと、スタッフが疲れ果
てます。持ちません。スタッフから止められ
たんですね。吉成さんは子どもの森に戻っち

ているんですけれども、ここで起きたことを
具体的にお話ししましょう。
　みなさんが、見ているところと、私は学校
の外の子どもたちの姿を見ていますので、そ
こで起きていることは同じではないと思うの
ですが。いろいろあるのではないかというこ
とは強く感じでいます。子どもの森の館長を
やっていた時に、一つ話を加えますけど、な
ぜわたしが子どもの森の館長をしたのかとい
うと、児童館だったからなんです。児童館と
いうところがどういうところなのかたぶん知
らない方がおおいと思いますので、私も知ら
なかったです。０歳児から18歳未満の子ども
たちならだれでも来ていいよという場所なん
です。一切の規制がないんですよ。これ岩手
の中でも誤解している人たくさんいるんです
よね。児童館というのは小学生が来るところ
だろうと、こういう回答がほとんどです。で
も、０歳から来ていいんですよね。ですから、
子育て支援というものも入ります。それか
ら、中学生とか高校生の思春期子どもたちが
くる場所としても使えます。ですから、子ど
もの森っていうのは遊びだけを提供するだけ
と思っている人がたくさんいるので、そうじ
ゃないよ、児童館はというのを強調したいと
思います。子どもの健全な育成と子育て支援
というのが入りました。その２つの地域の拠
点として、児童館というのは、やっていく場
所だよと。だから地域支援と関連するんです
ね。新妻さんと私が書いた本のテーマもそれ
でしたよね。ですから、どういうことかとい
うと県立の児童館であるということは、県内
に当時130の児童館があったんです。県内の
130の児童館をまとめていく一つの旗柱にな
るというのが県立（　　　）に求められてい
ることだったんですね。だから引き受けたん
です。だからわたしの仕事の半分は県内の児
童館や地域支援を進めるための人材の育成を
するというのが私の仕事です。ですから、県
内をぐるぐるとまわっているのが私の仕事だ
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ゃないかなとか、岩手大学のスタッフもいま
す。そう思いながらやっています。一番集
中して子どもとスタッフを見ている時間で
す。なんかバラバラな方向を向いているでし
ょ、学校じゃないっていうのはそういう意味
です。どういう方向を向いてもいいんです。
子どもたちはまだ眠気眼でやりますね。それ
から、朝仕事と夕仕事というのがあります。
朝仕事と夕仕事というのも大事なプログラム
なんですね。毎日の生活と一緒です。家の中
で本来あった、これをやるわけです。仕事は
いろいろカードに作ってありまして、カード
の仕事をグループの中で自分がやりたい仕事
というのを子どもたちに選んでもらっていま
す。一番人気なのは犬のお散歩。どっちが仕
事しているかよく分かんないですよね。子ど
もは遊んでいるかもしれないんですけど、一
応仕事だと思って。大人気の仕事です。これ
はあんまり人気がないですね。鶏に餌をやっ
て水を変えるという仕事なんですね。これな
ぜ人気がないかというと、雄鶏が威嚇してき
ますので人気がないですね。でも誰かが引き
受けますよね。何も言わなくてもおれがやる
よと引き受ける人が出てきます。これ一番、
最低人気ですね。つまり一番人気がないです。
なぜ人気がないかというとたぶんお分かりの
方いると思いますが、左の子どもは５年連続
できている子どもですね。右の子は初めての
参加です。これ、むちゃくちゃくさいんです
よ。毎日汲み取ったおしっこをバイオガスの
タンクの中にいれる仕事です。うんちも汲み
取ってバイオガスのタンクの中に入れて、そ
こからガスを取り出して、子どもたちとココ
アを飲んだりするんですね。でも、子どもた
ちってすごいですね、初めは吐きそうとかい
うんですがでも、何日も何日もやるうちこの
辺に（　　　　）が飛ぶんですけど、飛んで
ももう大丈夫です。慣れというのはすごいで
す。このキャンプの一番の目的は何かという
と、勉強じゃないんです、気持ちよさ、気持

ゃうけど、私たちは20日間全部対応しなきゃ
いけないんで無理ですよ。といわれて、妥協
しようということでだいたい９泊10日に戻っ
たんですね。その時の話をしたいというふう
に思います。環境問題とか持続可能性のよう
なものをテーマにしていますので、初めに子
どもたちが関東近県や東北から80人くらい応
募があって20人くらい集まって、スタッフが
10人くらいですので総勢30名程度で９泊10日
やることが多いんですが、初めにキーワード
になります、くるくるリサイクルというよう
なことを言っております。これは生活を基盤
としたスクールですので、なぜ２泊３日とか
３泊４日にしないのかということですよね。
２泊３日とか３泊４日ではだめなんですよ。
子どもはあっという間に帰ってしまうんの
で、なんかこう役割を演じているうちに終わ
ってしまうんですね。混乱がちょっと出るく
らいで終わっちゃうんですよね。自分の鎧を
脱ぐ暇もないんですよね。一週間くらいかか
りますね。自分の自が出るまでに。だいたい
３泊から４泊くらいすると自が出てきます。
で、一週間ぐらいでだんだん子どもたちの生
活が毎日規則正しい生活の中で心や体が整え
られていって落ち着いてきます。10日くらい
たつと自己表現が出てきます。僕の体験的な
感じですけれども、そんな感じ今までやって
います。でも、ひらがなの学校であり、学び
合う学校という言い方をしているんですけれ
ども、先生はいません。（　　　　　）程度
する人間はいますけれども、一緒に学び合う
という形でやっている学校なんですね。です
から、朝６時15分に起きて校歌を歌います。
６時30分から地域の防災無線が鳴ってラジオ
体操をしますよね。この時間が、私が一番大
事にしている時間です。子どもの姿が全部見
えるからです。昨日はよく寝たかなとか、ス
トレス溜まっていないかなとか、昨日寝汗か
いて風邪ひいているんじゃないかなとか、ス
タッフも我慢できないくらい疲れているんじ
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ちいいという感覚を学ぶことなんですね。気
持ちいという感覚がなぜ大事かというと、根
拠なき自信の一番大本をつくるものだからで
すね。なんのために吉成さんは学校を開いて
いるの、と言われたときに必ず答える内容で
す。それは、根拠なき自信を子どもたちが僕
がいうんじゃなくて、子どもたち自身で湧い
てきたらそれはうれしいよねって。それが僕
がこの学校をやっている一番大本の理由で
す。根拠がある自信っていうのはスポーツ、
勉強ですよね。評価尺度がありますよね。で
も、もっと勉強ができ、もっとスポーツがで
きる子どもが現れたら、足をすくわれてしま
うような自信ですよね。それだけだったら。
根拠ある自信も生きていく上で重要ですよ、
でもその背後に根拠なき自信がそれを支えて
いないと、もう差別する人間を生むだけです
よね。と僕は思っています。で、根拠なき自
信はどこからくるのかというかといったら、
これは（　　　　　）先生も言っていますけ
れども、家庭の中でのお母さんの役割ですよ
ね。お母さんが毎日かけるなんてことない、
今日お布団干しといたからねとか、お風呂わ
いているよとか、お菓子作っておいたからね、
というお母さんの何気ない愛情溢れる言葉が
けですよね。それはお母さんの言葉がけだけ
でなくて、やっぱり子どもが自立していくプ
ロセスの中で、こういう社会教育の場所のな
かでもそれが必要だというふうに僕は思って
います。それは子どもたちが気持ちいいって
いう感覚と気持ち悪いっていう感覚を感じ取
れないとわかんないですよね。外側から入っ
てきた情報全部信じますよね。というふうに
思っています。前置きが長くなってしまった
んですが、何をやっているかといと、朝、必
ず雨が降らない限り、外ごはんなんです。夏
休みですから、外に気持ちのいい場所でお日
様も入ってきますから、そこで全員で一つの
テーブルを囲んでご飯を食べると、めちゃく
ちゃ気持ちがいいっていう感覚が体の中から

わいてきます。これが大事なんですよね。理
屈じゃないというふうに僕は思います。近所
のおじいちゃんにも10日間よろしく、という
ふうに声をかけていきます。とにかくこの年
は暑かったので、裏の川で一日にひどいとき
は３回水に入るんですよね。僕は56なので無
理ですね。３回目からは若いスタッフに頼み
ます。それでも子どもたちは喜んではいりま
すね。これも快感です。これいいでしょ。み
んな笑っている写真です。これは誰が一番水
に耐えられるかというのをにこにこ笑いなが
ら我慢しているというような状況です。この
時に2010年の森の中に入った時に、４日間森
の中にこもって朝から晩まで作業したという
プログラムをやったときのことが僕には非常
に印象に残っているんですね。毎日森の中に
秘密基地をつくりに通うんですよ。一日目、
森の中に初めて森の中に入る子どもたちの姿
を見ていると、どういう姿かというと、子ど
もの目線は人間の目の高さからしか動かない
んですよ。都会と同じで10ｍ上をみあげる子
どもいないです。だいたい２、３メートルし
か見ないんですね。なんかしっくりしていな
いんです。２日目もそうです。３日目くらい
になると少し変わってきます。３日目くらい
になると10ｍ上の木の葉っぱを見ている子が
いるんですね。それから、地面をみている子
もいるんですね。視界がいろいろとばらけて
います。後ろから見ていて、これも感覚なん
ですけれども、子どもたちの心や体が森の中
に流れ込んでいる、溶け込んでいく感じとい
うのが、僕が後ろから見ている身体感覚から
しても分かります。そのときに何が起きてい
るかというと、これは僕の感覚なのでデータ
もないので、申し訳ないのですが、毎日夜子
どもたちとふり返りをやるんですね。だいた
い子どもたちは５人くらいのグループを４つ
に分けて、しゃべりやすいような状況で、今
日どうだったか、明日何がやりたいか、どん
なトラブルがあったのか、どんな発見があっ
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たちがバッテリーに電気をためられるかとい
うのを競いましょうってやったんです。でも
それだけだとムチですよね、子どもにとって
は。アメがないとだめですよね。アメを作っ
たんです。子どもたちがいっぱい電気をバッ
テリーにためたら、僕がひそかにもっている
誰にも見せたことのないヨーロッパのアニメ
ーションを君たちに見せてあげるからねとい
ってそれをアメしたんですね。でもみんなが
電気をいっぱいためないと途中でそれが切れ
ちゃうかもしれないよ…。どれくらいためた
らいいか僕もわかんないんだよねととぼけな
がら言ったんですね。それから何が起きたか
というと子どもたち、めちゃくちゃ必死にな
って電気をため始めたんですよ。太陽光パネ
ルをどう操作するなんて一切いわないんです
よ。そのあと子どもたちなにをやったかとい
うと、その太陽光パネルを東から太陽が昇っ
てきますので、朝打ち合わせをしているんで
すよ。こういうふうに置いたら、太陽光パネ
ルに太陽が直角に当たるから、これが一番発
電効率がいいんじゃないかとか、いいながら
朝話しているが聞こえるんですね。僕は一切
黙っています。子どもたち何を始めたかとい
うと、この太陽光パネルは天体望遠鏡のよう
に（　　　）装置はついていませんので、動
かさないと追っかけないんですよね。何が起
きたかと言ったら、自分たちで遊んでいるう
ちに、そろそろ動かした方がいいんじゃない
かと思ったやつが勝手に動かすんですよ。一
日の間に何度も何度も子どもたちがちょっと
待って、ドッジボールちょっとタイムといっ
て太陽光パネルを動かすんですね。休み時間
に。これが起きたことです。これを先生が初
めに、太陽が動いていくので、パネルを動か
すように担当を決めましょう、なんていっち
ゃったら、子どもの気付きの場面を奪っちゃ
いますよね。それは僕はそれを分かっていた
わけでもなんでもなくて、子どもに教えられ
たんです。あ、そうかって。子どもたちにた

たのかということを子どもの言葉で語っても
らいます。その時語ってもらうとき、森に入
っていない初めの何日間かはすごくよそよそ
しいんです。ロボットじゃないですけど、血
の通ったこうあったかいもの同士が一緒にい
てその人たちが一緒になってお互いを感じな
がらグループを組んでいるという感じが全く
しないんです。でも、一日経って、2日経っ
て森の中に通うことによって子どもが自然の
中で体や心がほぐれていくと、隣にいる子ど
もたちを感じるようになるんですね。これは
なんなんだろうと思いました、私は。それか
らもしかしたら、森の中にはいるということ
が、森のなかでいろいろな情報を吸い取って
いるわけですけれども子どもたちは、大人も
そうですが。子どもが森の中で見えない物を
感じ取り始めると、子ども同士の関係も感じ
取るようになるんですね。子ども同士の感じ
というものを感じ取れるようになると、一緒
に何かをやるということができるようにな
る。これがぼくが森の中で感じた一番大きな
ことでした。それが今から5年くらい前のこ
とだというように思えるんですが。それから
もしかしたら森の中で何かをやるということ
は、森の中で自分の体をなじませていくこと
は大事なことだなというふうに思い始めたと
いうことが、僕の中で森と出会っていった大
事なきっかけになったということを申し上げ
たいと思います。
　そして、もう一つ、太陽光パネルの話をし
たいと思います。これは、子どもたちから気
付かせてもらった学びのスタイルということ
を申し上げたいと思います。太陽光パネルで
子どもたちに電気をためてもらうコンテスト
というのをやったんですよ。ただ普通に授業
のようにやっても子どもたちは何にも面白く
ないので、２つのグループに子どもたちを分
けて２つのグループに太陽光のパネルを渡し
て、バッテリーとコントローラーも渡して、
詳しい説明は一切しないで、この中に子ども
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ある一つの生活のための道具にすぎませんの
で、地域の中のこれからの暮らし方っていう
のをどうしていくべきなのかっていうのを日
本のあるものだけを語っていっても、みんな
子どもたち信じないんですね。いろんなヨー
ロッパの例も出しながら。でも、日本でもこ
ういう例はあるぜということを結びつけるよ
うな解説を加えてあげると、子どもはだんだ
ん信じ始めますね。あ、そうか、この葛巻に
ある風力発電所が、もっともっと大がかりな
形でいろんな形で結びついていったら持続可
能な町ができるんだよねってことを海外の事
例を入れて説明してあげると、分かるように
なりますけれども。ですから、海外の例も非
常に大事です。
　これ、何をやっているかというと、自転車
で発電をしていますね。にこやかに笑ってい
ますけど、５分も持ちません。ペダルが重い
ので。必死になって代わりながら電気をため
ます。それもこれもアニメーシょンを見たい
がためです。子どもたちといろいろなこと考
えながら、この子どもたちは小学生が10年後
のビジョンを作るということは無理だという
考え方がありますが、わたしはそうじゃない
とずっと思っていましてですね、子どもたち
と一緒に森と風の学校で10日間を暮すことを
する中で、子どもたちが生活のリアリティと
いうものを一週間もたつとだんだん子どもの
中にでき始めます。そのリアリティを基にし
て、将来のイメージを肯定的なイメージをす
ることはできるんじゃないかというふうに思
ってやった年はありますね。本当にある日突
然ですね、森の学校の10年後の姿をこの模造
紙に描いてみてと言ったら、爆発的勢いで描
き始めたんですよ。その時の映像もってこな
かったんですけど、誰もしゃべらないです。
凄まじい勢いで２時間ずっとマジックのキュ
ッキュという音しか聞こえないんです。自分
の中にリアリティがあると、いわゆる抽象的
に学んだ事だけじゃなくて、自分が体験した

だ渡せば、子どもたちは自分で考える力はあ
るんだなということを本当にその時思いまし
た。そういうことがあったきっかけになった
キャンプになりました。本当に子どもたちは
ドキドキしながら見るわけです。
　こういう生卵が食べられない子どもがいま
すよね。食べたことがないっていう子どもも
います。朝は外で食べますので、つば釜で炊
いてご飯を食べますので、おこげができるん
ですけど、おこげが一番うまいんだなんてい
うと争って食べますよね。子どもは。すごい
勢いで食欲全開です。文部科学省がすすめて
いる、早寝早起き朝ごはんはいらないですよ
ね。一週間一緒に生活していればあっという
間に（　　　　）のように食べますよね。初
めは暴飲暴食しちゃいます。どれぐらい食べ
たらいいのかわからなくて。で、途中で分か
って戻すんですよね。一週間もあればあっと
いう間に子どもは変わります。これは本当に
そうです。
　これは子どもたちとピザを焼いている場面
なんですけれど、真ん中の子は興奮しすぎて
鼻を押さえていますけれども。石釜でピザを
焼いたり。
　これいいでしょ。これ岩手大学に来た時に
この写真で説明したのを今思い出したんです
けれども、私はこれをコンクールに出すとし
たらどういうタイトルをつけるか。これは盛
岡の小学校6年生の男の子でもう暇さえあれ
ばずっと火の番をする、大好きなんですよね。
僕のタイトルはこうです、（　　　　）火遊
び。できないですよね、今。教育学部を卒業
していくような学生さんたちが、先生になっ
ていく学生さんたちが、火をつけるっていう
授業たぶんないんですよね。僕は教育学部の
その辺にですね、ピザ窯つくってほしいです
ね。私教えに来ますよ。ここに煙がたなびい
ていたら最高ですよね。
　それだけではなくて自然エネルギーの教育
だけではなくて、自然エネルギーというのは
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　で、これは最後です。いよいよ10日間終わ
って帰るというときに、これ小学校４年生か
ら中学校３年生まで来ていますので、一番左
の子は小学校４年生です。一番右の子は180
センチくらいあるんですけど、アメリカンス
クールの中学校３年生なんです。中学校3年
生と小学校４年生は遊べないかというと全く
大丈夫ですね。缶けりでしょ、それから氷鬼
でしょ、花一匁でしょ、それからハンカチ落
しでしょ、中学生嬉々としてやりますよ。高
校生も嬉々としてやりますよ。でもやったこ
とないんですよ、ほとんど今。これ、大学の
授業であるんですかね、そういう、なんでな
いのかって思いますね。コミュニケーション
を深めるツールも技術も含めて、やっぱり僕
は大学の教育の中に必要だと思います。現場
に入った時に困ります。先生たちが。なんも
できないんですよ。楽しさを知らないんで
す。子どもたちと一緒に混ざって本音でぶつ
かり合っていく楽しさを知らないので。授業
のカリキュラムを作るだけでは片手落ちだと
僕は本当に思います。うちにきた大学生を見
ていて思います。でもそこで学びます、学生
たちも。そういうふうに思うんですね。それ
で最後はこういうふうにもう帰ろうかと言っ
ていますが、ちょうどこれ帰る日の３日くら
い前、一週間ぐらいの時に、やっと演劇を入
れるんです。２日間だけ即興劇をいれるんで
す。最後の２日です。最後の帰る前の日に、
森の中で太陽光パネルにためた電気でステー
ジの照明を作って森の中にステージを作って
観客も入ってもらってそこで即興劇をやるん
ですね。宮沢賢治の。これがいつも毎年のお
決まりのパターンですね。それをなんで最後
に持ってきているかというと、初めはこども
たちが一緒に学び合う場を作るということで
す。それから、地域がどういうふうに作られ
ているのかということを歴史を含めて、学ん
でいきます。最後にその学んだことをどこか
バックボーンにしながら、今度は自分がどう

ことがあると、抽象的に学んだことと体験し
たことをどっかでつなぎ合わせながら、必死
になってビジョンを作り始めるんですよね。
その力っていうのはものすごい力だと僕は思
っています。（　　　）森と風の学校では絵
にかくってことをやるんですね。絵にかくと
なんかできる気がするんです。もちろん本当
はそれを支える技術だったり科学だったりい
ろんなものが必要なのですけれど、とりあえ
ず、子どもたちはどういう生活をお望みなの
かということを10年後森と風の学校がどうな
ったらいいのということを考えながらやって
いくといろんな形ができていきます。一人の
小学生の男の子が、森と風の学校の隣に自分
が20歳を過ぎたら、バーを開きたいといって
きたんです。バー森風って書いてるんですよ
ね。お前これさ、12世帯しか集落いないんだ
けど、ここでバーなんてやるの？ときいたら、
だって俺は毎年ここにきているけど、おんち
ゃんたちって、俺たちと一緒だから、毎日お
酒を飲めないでしょって思って。俺がここで
バーをやって飲ませてやるよというわけです
よ。あ、そうかと思って、じゃあやってねと
いったんですけど、こないだ高校２年生でこ
ないだ来ていまいしたけれども、本当になる
かどうかわからないですけど。本当にやって
くれたらうれしいです。だから、大人も含め
て信頼関係ができていくと、根拠なき自信が
だんだん生まれてきますので、それを基にし
たらビジョンというのは描けるわけがないで
すね。肯定的な未来の姿というのは。そうい
うふうに僕は思います。これすげえよなと子
どもたちを褒めて、褒めて、大学のゼミレベ
ルだなんかといながら子どもたちと話すと、
その時は子どもたちはにんまりした顔をする
んですけど、あとで絵日記を読むと、今日お
んちゃんに褒められたなんて書いてるんです
よね。子どもってあんまりそういうことを言
わないんですよね、言わないけど書いている。
うれしんでしょうね。
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す。そのときにカエルのごみ靴といういじめ
の場面がたっぷり描かれた宮沢賢治の童話を
使ったんですね。その時にケンカの場面があ
りまして、なんだこのー！という場面がある
んですね。なんだこのー！という場面で子ど
もがそのセリフを飲んじゃうことがあるんで
すよ。なんだこのー！という言葉はもっと相
手に向かっていかなければならないですよ
ね。ポーンと言葉をいわなければならないの
に、子どもたちは出ないんです。初めは。無
理くり出せって言ったって出ないです。そう
するとやっぱり子どもは身体表現として出し
ますので、体を緩めていて、子どもがこうや
って足踏みをしながらなんだこのー！という
言葉を出したりとか、そういうことを子ども
とゲームのように遊びながらやったんです
ね。そうすると見ていた子どもたちがおれも
やりたい、と子どもたちが次々と出てきまし
て、なんだこの合戦ゲームというのが始まっ
たんです。これめちゃくちゃおもしろいんで
すよ。小学校１年生対決と小学校６年生対決
とか。それから一卵性双生児で来ている子ど
もがいるんで、一卵性双生児対決とか。する
と、一年生と６年生がやったときに、体格の
いい６年生を一年生が言葉で倒したりするわ
けですよ。一年生の言葉の方がよっぽど集中
して相手に刺さるようにピンポイントで言葉
がすっと動かすような子どももいるわけです
よね。それを感じ合うということをやってい
るとその場の空気感の中で、子どもたちわか
るんですよ。どういう言葉が自分に降り注い
でいる言葉で、この言葉はすごく空虚な言葉
で、自分を通り越して言っているとか、先生
の言葉も同じなんですよ、大人の言葉も。こ
の人の言葉はすごく自分を見て言っているけ
ど、空虚な言葉で、自分の頭を越して向こう
に行ったとか。自分の前で言葉が落ちて沈ん
でいったとか。こういう言葉を子どもたちが
語るようになるんですね。こういうのは講演
で言っていてもなかなかわかりづらいので、

感じているかの今のここにいることを子ども
たちがどう感じたり、気づいたり、考えてい
るかということを自分だけの言葉にしてもら
うということをしたいんですよね。表現で
す。表現活動が絶対大事だと思っています。
それをやらないと子どもたちは自分の体に刻
んでいくことを無意識のままなんですね。そ
れを演劇という方法を借りてこの何年間かは
ずっとこういう形でやっています。子ども同
士でもこうやって体に触れてリラクゼーショ
ンすることができないです。今。子ども同士
で体に触れるということが少ないですね。そ
れから、演劇のセリフというのは特に、いじ
めの場面とか怒鳴る場面というのを必ず僕入
れるんです。声が出ないですよ、小っちゃく
て本当に声が出ない子もいます。その時に学
校で何をやっているかといったら、先生たち
がなぜ声が出ないかっていうのが分からない
から、もっと大きな声でだせー！と腹から声
を出せ̶！とそういうことしか言わないでし
ょ。無理くり声出せって言ったって緊張して
出ないですよ。演劇ってそうなんですよね。
発声練習なんて嘘ですよ。今アナウンサー学
院とかそういうところでやられている発声練
習というのは、（　　　　　　　）のやり方
です。これは戦後今から40年も50年も前にや
られているメソッドです。そんなものがいま
だにまだ生きているんです。無理くり言葉を
唇の形を作ったって出ないですよ。相手に届
かないです。声だけ張り上げたって。相手に
届かなかったら、キャッチボールのための言
葉じゃなかったら言葉じゃないですよね。た
だ一方的にことばを投げつけているだけの大
音響ですよね。そうじゃなくて、言葉を話す
ことの意味っていうのを子どもたちに考えて
もらいたい。ということもあって発声練習も
やっています。その発声練習を朝やっている
時に一人の女の子が僕のところにきて、おん
ちゃんちょっと実験台で一緒にセリフの練習
相手になってといわれたときに、やったんで
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思いまして、僕も真剣に聞いているんですけ
れども、この子は一年間待った成果がありま
して、本当にこの役につけて一生懸命やって
きました。たった２日間しかないんですけれ
ども、子どもたちはセリフを暗記して、それ
から衣装も自分たちで全部作ります。森の中
で練習をしています。夜の森に入っていくこ
となんてないですからね。こういう場所でや
ります。で、いよいよ始まります。これはい
よいよあと15分で客入れをするという状態
で、そこの真正面の奥が講堂で、暗幕が引か
れていて、暗幕の向こう側には地域のお父
さんお母さんとか教育長とか盛岡に住んで
いるお父さんやお母さん方や親せきが来て
います。100人くらい入っているんですけれ
ども、その場で子どもたちはもうドキドキで
すよね。舞台に立ったこともないし、２日間
しか与えられていないのだから、セリフも満
足に言えるかわかんないという状態で、劇と
しては完成されていない状態でやるんですよ
ね。そこでやります。ドキドキしながらこど
もたち、心臓がバクバクだというのがもうわ
かりますよね、子どものひきつった顔を見て
いると。子どもたちなにをやるかといったら
ちょうどああいう暗幕っていうのは必ず穴が
開いていますよね。穴から自分のお父さんや
お母さんが来ているか見るんですね。この時
間というのは僕が一番好きな時間ですね。始
まる５分前に観客にいって撮らせてください
といった写真ですね。あったかい雰囲気で
す。劇が始まりまして、主役になった子ども
とか、本当に大丈夫なのか思ったり、本当に
粗暴な行動や気になる一面を持った子どもと
かいるんですけども、劇をやり始めるくらい
で自分にどんどん集中してきますので、落ち
着いてくるんですよね。本当におもしろいで
す。最後に歌を歌って終わったんですけれど
も、この歌はおんちゃんには秘密なといふう
に極秘のトレーニングがすすめられていたみ
たいで、僕は一切知らされなくて、おんちゃ

一緒にやってみないとわかんないんですけ
ど、こういうのは。そういうことがいろいろ
出ていきます。言葉の中で。
　これはいろいろ身体表現を子どもたちと遊
びながらやっています。子どもたちの配役を
するんですけど、配役は必ずオーディション
でします。全員役あるオーディションです。
だから、オーディションで役が振られるのを
待っているのを待っていたやつはなんの役に
もつけないということです。（　　　　　）
です。前の日考えておいて。そうすると、子
どもたち20人が20人とも必死になって前の日
この役をやるって考えておくんです。次の
日、手を挙げます。その時前の日に必ずも
う一つ言葉を言います。それは何かという
と、セリフの多い言葉がいい、セリフがたく
さんある役がいい役とは限らないからねとい
っています。一つもセリフがない役の方が観
客の心の中に残る役だったということはいく
らでも舞台では起きるぜっていっておくんで
すね。だから役の量の多さで主役になるんだ
って努々思うなよと初めに投げかけておきま
す。すると子どもたちは本当に言葉をしゃべ
りたくない子は一切言葉がない役をします。
これは何の役かというと身体表現で自然の情
景描写をやる役があるんですね。これは昔谷
川（　　）さんがやった身体（　　　）とい
うやつですけれども、そういうやり方で子ど
もが風になったり、お日様になったり、石に
なったり、水になったり、木になったりそう
いう役割をやってもらいます。すると必ず自
分で手を挙げます。必ずバッティングするん
です。よだれかとだれかが。その時にどうす
るかなんでうよね、困るのは。その時どうし
ているかというと、僕が独断と偏見で選ばせ
てもらっています。この男の子は前の年もナ
レーターをやりたいといって一年間待ったん
ですよね。またナレーターを志望してきまし
た。２年間もし僕が落としたらこの子どもの
心に傷を負わせるかもしれないというふうに
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ました。一番人気だったのが犬だったんです
よね。犬のまわりに４人くらい女の子が黙っ
て犬を見ながら何か書いているんですね。こ
の女の子は何が一番好きだったかというとカ
フェなんですね。このカフェのハンモックに
もたれながら２時間なにかずっと書きつけて
いました。この女の子は川で遊んだのが気持
ちよかったんでしょうね。２時間ずっと絵を
かいていました。で、いよいよ明日でいよい
よ終わるよねと言ったときに、この９日間感
じてきたことを自分の言葉にしてほしい。み
んながいるけども、いろんな人がいる前で勇
気を振り絞って自分の言葉を投げかけてほし
いといいました。もちろん本音で。その話を
した時に、この３人目の中学３年生の180セ
ンチの子がですね、空を見上げて大粒の涙を
こぼしながら、しゃべり始めたんですね。帰
りたくないと。俺は絶対帰りたくないと。僕
は神奈川から来ていて、○○家の長男だか
ら、長男としての自分の役割があるから、家
に明日帰らなければいけないというのは頭で
は分かっている。だけど、本当は帰りたくな
と滝のような涙でした。それからあとの17人、
全員がぶぁーっと泣きながら語って帰りたく
ないという（　　　　）だったんですね。
　これは帰る日の昼ですね。いただきますと
ごちそうさまはその日やりたい人が出てくる
ということになっていて、役割を決めていま
せん。そのときの気分で自分がやりたかった
ら言ってくれという感じなのですが、全員出
ました。その時の子どもたちの気分というの
はたぶん全員がそういう気分だったから言っ
たんでしょうね。
　もう一つこの年やったことなんですけれど
も、10年後の未来というものをテーマにしま
したので、10年後の森と風の学校の姿を描い
てもらったんですが、一つの宿題というのが、
10年後の自分は何をやっているか。10年後の
自分に宛てた手紙を書いてくださいというこ
とを午前中にやってもらったんですね。よく

んには言わなかったんですけど、ここで歌を
一曲歌いますなんて言って歌を歌ってくれま
した。これは終わった後、車掌車の中でなん
ちゃって、ワインパーティーを作っちゃいま
して、ワインの中にはりんごジュースとかぶ
どうジュースが入っていますけど、子どもた
ちの見えないところで僕が調合していますの
で、ごめん、暗いところで調合したらから、
一滴か二滴入っているかもよとか言っている
んですね。そうすると乾杯と言ってから酔い
つぶれたふりをするやつとかちびちび舐める
ように飲みながら文庫本を読むやつや、いろ
んな役柄を子どもたちは演じはじめるんです
ね。
　これはいよいよ帰る日の朝なんですけれど
も、10日間の子どもたちの生活の中で、必ず
今日は５年生の日とか６年生の日とかいうよ
うにして、自由にカフェで自分の好きなケー
キを頼むことができて、心行くまで漫画を読
んでいい日というのを必ず設けます。自由時
間ですよね。子どもたち大好きですこの時間
だけは一言もしゃべりません。ずっと自分に
集中していますね。この時に気取ったやつが
いて、コーヒーブラックでなんていうやつが
います。日ごろしゃべっているやつもしーん
としています。
　いよいよ、明日帰らなければいけないとい
う日に、子どもたちに課題を出します。初め
ての課題です。なにかというと、９日間ここ
で過ごしてきた中で自分が一番居心地の良か
った場所にいってその居場所で自分が２時間
ぐらいですけれどもこの９日間をふり返って
もらって自分が一番森と風の学校でなにが楽
しかったか、何が一番面白かったのかを絵に
してもいいし、歌にしてもいいし、詩にして
もいいし、作文にしてもいいのでとにかく２
時間たたずんでから帰ってきてくださいとお
題を出すんです。ただし、友達とは絶対にし
ゃべらないでと制約を言うんです。そうする
といろんなところに子どもたち飛び散ってき
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あったらその手紙を一番に持ち出さなきゃい
けないなとも思ったんですけれども。まあ何
を思ったかというと、子どもは将来を、未来
を描くことができるということを思ったんで
すね。今日申し訳ないんですけれども、５時
で終わってそのまま（　　　）市に入らなけ
ればいけないので、終わったらすぐに向こう
の方に移動することになっているんですけれ
ど、子どもたちが今あるリアリティを元にし
ながら、根拠なき自信というものを子どもの
中に生まれていくような、下支えするような
大人たちのサポートというのが僕は本当に必
要だというふうに思っています。僕になにが
できるかわからないんですけれど。そんなん
で、明日から行くことになっています。ちょ
っと話を続けます。
　そしてこれ、10年後ファイトという言葉で
最後は別れたんですね。親はなんのことを言
っているか分かりません。でも僕と子どもた
ちは分かっているんです。なぜ10年後という
ふうにいったのかとかね。お話でお疲れのこ
とと思いますので、（　　）どんな場所なの
か５分でまとめたやつがありますので見てい
ただきたいと思います。

（映像）

吉成先生：はい、ということで５分間くらい映像
を見ていただきましたけれども、初期の映像
なんですが今から８年くらい前の。でもこの
時やられていることと、今やっていることの
方向性というものは全く変わっていなくて、
まだ残された短い時間を今何やっているのと
いうまだ先に進んでいますので、その話を最
後にもう少し加えさせていただきたいなとい
うふうに思っています。そのためにはやっぱ
りどうしても2011年の３月11日のお話をしな
ければならないというふうに思います。2011
年の３月11日が起きた時、これはここにいら
っしゃるみなさんもそうかもしれませんけ

キャンプとか野外教育の中でやられているの
は３か月後の自分とか半年後の自分に手紙を
書いてくださいというプログラムなんです。
でも、半年後や３か月後じゃ変わらないんで
す。その先の姿がなんとなく見えるような気
がしちゃうんですよ。10年後は見えないです
よ。僕だって10年後は見えないす。子どもに
も見えるわけがないんですよね。でも10年後
っていうのはなぜしたかというと、見えない
ということと、もう一つは小学校４年生以上
ですので、10年後は必ず成人しているんです
ね。大人になっているんです。大人になって
いる時の自分というのをこの10日間の自分の
リアリティをかけにしながら、なんか弾みし
ながら書いてくれといったんです。といった
ように自分への手紙を書いてもらいました。
その手紙をまだ７年目なんですけど、僕はま
だ預かっています。その手紙をみんな変える
間際に僕に見せてくれたんです。その手紙の
中にいまだに忘れられない手紙というものが
ありまして、それはこういう手紙でした。東
京からきた小学校６年生の子どもだったんで
すけれども、10年後の自分へと書いてありま
した。10年後の自分は、ある日この手紙を受
け取るんだと思う。でも10年後のあなたはこ
の手紙を受け取った時どう思うだろう。10年
前の自分が小学校６年生の自分がある夏の10
日間、岩手県葛巻町ある森と風の学校の中で
楽しく暮らしたことを10年後のあなたはもう
覚えてないかもしれない。でも、一つだけ約
束してほしいと書いてあって、この手紙を受
け取ったら、その手紙を受け取った週の土曜
日か日曜日に、必ず葛巻町にある森と風の学
校に行ってくれと。行ったらわかります。行
ったら分かるから、必ず行ってほしい。日本
の中にいるとすれば、それから住所が変わっ
ていないとすれば。こういうふうに書いてく
れたんですね。その手紙を受け取った時に、
すごくうれしかったんですけど、10年後まで
死ねないなというふうに思いました。火事が
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が変わったと思います。本当に起きたので。
その責任は僕にもあるので、止められなかっ
たということについては。それをどういうふ
うに自分が子どもの前に立った時に、どうい
うふうに対応していくのか本当に今も考えて
いますし、悩みながらやっています。その中
で3.11が起きた次の年から、決めたんですね、
やろうと思って。何をやろうと決めたかとい
うと、子どもたちと一緒にラジオ番組をつく
ろうと思ったんです。インターネット放送で
す。今は機材がすごくよくなったので、イン
ターネット放送ができるんですね。子どもた
ちが感じている不安も、大人社会に感じてい
ることも、今ある楽しいことも、今ある辛い
ことも、自分たちで一切検閲なく、子どもた
ちが番組を作って、それを放送するっていう
ことをやろうというふうに決めたんですね。
それがちょうど一年かかりました、始めるま
で。それで、一年後にそれを初めて、2012年
の３月から放送を森風こども自由ラジオ放送
という名前を作ってですね、これなんで森風
自由ラジオ放送かと言いますと、自由ラジオ
というのは、第二次世界大戦のフランスの（パ
ルチザン）が作ったラジオ番組なんですね。
そういう意味で、ぼくはやっぱり（　　　　）
として、子どもと一緒に公共の電波ではなか
なかいえないことも、やっぱり子どもたちに
は言ってほしいし、言えるような環境を支え
たいというふうに思ってですね、こういう番
組をつくりたいと思って始めました。で、5
日間子どもたちと合宿をしたんです。子ども
たちと合宿をした中で、子どもたちは通常
だったら葛巻の町の中に出て、インタビュ
ーをしたりなんてふつうできないですよね。
で、それは小学校なんかで教えているニーズ
教育だったら、いきなりそこで子どもたちが
自由に角度を変えて質問なんてやらないじゃ
ないですか。見てても。全部台本通りにしゃ
べって台本通りの言葉を聞いて、それをなに
かのメディアに出すなんてそんなのないです

ど、直接的な被害が葛巻町にはなかったので
すけれども、本当にこう衝撃を受けました。
どうしていいかわからないような衝撃を受け
ました。その時は地震が感知しなかったんで
す。自分は山道を走っていましたので、揺れ
ていることすらわからなかった。葛巻の山の
中を走っていたんですね。でも森と風の学校
にたどり着いたら、スタッフがみんな表に出
ていまして、地震だと叫んでいたところに居
合わせたんです。いろんな支援活動を今もや
っていますし、これまでも細々とやってきて
いますけれども、でもやってきたんですけれ
ど、自分のエネルギーの半分も出なかったと
いう感じが今もあるんですね。やっと少しず
つ回復してきているかなという、遅ればせな
がらスタートしたのかなという感じがします
というのが正直な話で、茫然自失です。なん
で茫然自失になったかというと、僕のところ
は子どもたちと一緒に自然エネルギーの子ど
もに教えてきたからなんです。あることもな
いことも、学校でならわないことも、子ども
たちは聞くわけですよ。原発の施設はどうな
のって。その時に、原子力発電はいろいろ問
題があるよって、なんで危ないのかって話を
していくわけですけれども、その時に子ども
が何人か聞いてくるわけです。だっておんち
ゃんさ、俺のクラスでは原発はCO2を出さな
いからクリーンエネルギーっていうふうに先
生教えているよっていうんです。そこから全
部崩していかなければならないんですけれ
ど、僕ははっきり言います。原発の後始末は
どうなるの？活断層の上に立っているってい
うのもあるよね。そんなことをいろいろ言っ
てきて。でもそんなことを長いこと話しなが
らもまさか自分が生きている間にそんなこと
が起きるとはつゆほどにも思っていなかった
わけですよね。それが本当に起きましたの
で、それまではきよしろうの反原発の歌とか
子どもたちと一緒に歌いながら騒いできたん
ですけれども、全くなんかやっぱり（　　　）
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子どもたちがつけるということも小学校では
習えないですよね。日本では。でもやんなき
ゃいけないと本当に思います。今は。そうし
ないとわけわかんなくなりますよね、教育が。
そう思っています。それを僕は今年はちょっ
とできないんですけれども、来年以降なんで
すが、沿岸の災害 FMと組んでやりたいんで
すよ。子どものラジオ番組を沿岸に広げたい
というふうに本気で思っています。そういう
ことをもうやらなきゃならならなくなった時
代なんだと思うんですね。今までは森と風の
学校の吉成さんがコンサルタントをやってい
たけれど、道楽で山の中でねやっていたけれ
ど、なんか楽しそうにやっているからいいわ
よねって思っている人たくさんいるかもしれ
ないけど、道楽でやっているわけではないん
ですよね。もちろん。3.11以降の言い方はも
う完全に違います。子どもたちとこれから先
の時代をどうサヴァイブしていくか。大人知
らないですよ。どうでもいいですよ、僕はは
っきり言って。でも今の子どもたちには情報
は伝えたいし、これから子どもたちが大人に
なるときの社会の作り方というのをサヴァイ
ブしていく方法も含めて、一緒になって子ど
もたちと考えていくということを僕はやりた
いといふうに思って、この学校をやっている
ということを語ります。今は。もう間もなく
この森と風の学校の森風文庫という名前でこ
の先ブックネットのシリーズで出していきま
す。一冊目が間もなく９月の上旬に出ますの
で、興味がある方は是非読んでいただきたい
なというふうに思います。今お話ししたよう
な12年間の森と風の学校、目に見えない編と
称して今来ても見えないことですね。目に見
えないけどつながっているものというのはた
くさんあるので、目に見えない物を言葉にし
て残さなきゃいけないというふうにとても強
く思っていますので、それを今一冊の本が間
もなく出るということです。ちょっと早いの
ですが、一回たたませていただいてというふ

よね。そういうことじゃなくて、誰と出会う
か、自分がどういう問題意識でその人とぶつ
かるのか、その時に何が起きるのかというこ
とをやっぱり子どもたちと一緒に考えるラジ
オ局を作りたいとい風に思ってやってみよう
と思ったんです。そして１時間番組を作りま
した。子どもたちが全部アイディアを出して
くれました。本当に森と風の学校にいる２匹
の犬の会話とか、しょうもない本当に心温ま
るラジオ番組を作った子どももいましたけれ
ど、その中のいくつかのグループは2011年の
３月11日に自然エネルギーの自給率160％と
いわれている葛巻町の電気が落ちたのかとい
うことを突撃インタビューしました。子ども
たちが。僕が言ったセリフじゃないですよ、
子どもたちが考えたんです。子どもたちがニ
ュースキャスターに扮して、葛巻町の路上イ
ンタビューを刊行して、そのあと葛巻町の役
場の方も一生懸命答えてくれましたけど、包
み隠さずいろいろなことを答えてくれて、国
の制度がどうなっているかということも含め
て、いろんな話をしてくれて15分のニュース
キャスターのラジオ番組ができました。最高
でしたね。感動しました。泣きそうになりま
したよね、その時。じゃあまた来週もまたこ
のチャンネルで、って子どもたちが言うんで
すよ。本当に来週このチャンネルがあるんじ
ゃないかというふうに思いましたね。それは
森と風の学校のホームページで聴けるように
なっていまして、その年の春やって、その年
の夏やって、その次の年の春にやって、３回
やっています。今年の夏がもう少しでアップ
されますね。子どもたちが本当に自分で考え
なきゃいけないってなったときに、こんなに
子どもたちは問いを深めていく力が僕はある
と思います。１時間番組を作る力が子どもた
ちにはあるんですよ。その情報がリテラシー
でどんなに危ないかということもどんなに新
聞が全てのことを語っているか語っていない
かということも冷静にちゃんと見分ける力を
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的な活動とか、あるいは春秋冬を通しての活
動とかっていうのはあるのでしょうか。

吉成先生：ちょっと時間がないのであまりお話し
できないかもしれないんですが、そうですね、
今日は教育的側面、あるいは子どもたちの側
面から話をしていますが、一つは農的なっ
ていう意味合いで次やっている農場は小さ
な、小さな農場なんですけれども、そこで
やっていることというのは花巻に住んでいる
（　　　　　とおる）さんという、岩手大学
農学部でもいろいろ関連されているらしいん
ですが、パーマカルチャーっていうパーマネ
ントカルチャーの略語なんですが、その生活
のデザイニングですね。生活周辺の農的な生
活の全部を（　　　）も含めてデザインして
いくような考え方のことを彼と出会ったとこ
ろからかなり当初から取り入れていまして、
そのつながりみたいなものですね。ただ農場
をやるっていうだけでなくて農的なものと、
自分たちの暮らし方みたいなものをどういう
ふうに連関していくのかっていう、パーマネ
ントカルチャーを語るとなるとめちゃくちゃ
難しいんですけれども、僕も。でも、それを
入れていこうということで大人の人たちと一
緒にそういう講座をやったりというのは当初
から実はやっていまして、岩手大学の農学部
の学生さんも今までは来ていました。そうい
うこともちょっとやっているので、さっきの
バイオガスの話だけ、ちょこっとしましたけ
れど、そこの大きなテーマとなるのは物質の
循環なんですよね。農的な作物の循環もそう
なのですが。その循環を子どもも大人も含め
て分かって、その仕組みも含めて会得してい
くことを大事なテーマにおいているので、最
近でやったことでいうと、ロケットストーブ
というストーブの作られ方が今爆発的に世界
で人気がありますけど、それもストーブです
ので、森林の（　　　　　）をもらってきて
それを元にして全部ヒートベンチを作ったり

うに思っております。ご清聴ありがとうござ
いました。

木村先生：吉成先生どうもありがとうございまし
た。せっかくの機会なので、ぜひご質問等受
けたいと思いますが、いかかでしょうか。本
当にあのどんな質問でもいいので、はい、ど
うぞ。

　　　　：（　　　　　　　）的な反面というか
　　　　　（　　　　　　　）

吉成先生：（　　　　）に関してはですね、親も
あるかもしれないんですけれど、私のところ
に子どもをやる親御さんというのは、どっち
かというと原発容認法じゃない子どもたちの
方が多いです。パーセンテージとしては。ど
のくらいかはわからないですけれどね。こな
いだスプリングの今年のスクールも子どもた
ちとラジオ番組作っていたんですけれど、今
年もラジオ番組の中で、原発から二年という
ことで災害をふり返るような番組を作った子
どもたちもいましたし、その時にいきなり清
楼の歌を歌い始めた女の子たちもいて、そこ
からものすごい盆踊りのようになりまして、
そこにいた８割ぐらいはきよしろうの反原発
ソングを歌いながら練り歩くというような感
じになったもので、割とそういう子どもたち
は多いかもしれないですね。

木村先生：ほかにいかがでしょうか。

　　　　：一番最初の絵にあったサスティナブル
アグリカルチャーっていう、今回はどっちか
というと教育に側面してお話しいただいたん
ですけれども、その活動の中にアグリカルチ
ャー的なものあるいはその（　　　　）その
くらいだと自分の身体をコントロールする、
あるいは（　　　　）というのは分かるんで
すけれども、そちらの方に関しては何か継続
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して、それも循環ですのでいろんな循環を学
び合うということも一つの大きなテーマで
す。

木村先生：よろしいでしょうか。じゃあ本当に興
味深いテーマで２時間お話を聞かせていただ
いた（　　　　　）もっとお伺いしたいわけ
なんですれども、釜石に行かなければならな
いということでここら辺で（　　　　）と思
います。改めて吉成先生に感謝の送りたいと
思います。ありがとうございました。


